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H24九州北部豪雨災害復旧竣工式
いつまでもお元気で
子育てを応援します
市民アンケート調査結果

６
年
の
歳
月
を
経
て

　「
竣
工
」
晴
れ
や
か
に
。

９
月
８
日
㈯
、
平
成
24
年
７
月
九
州
北
部
豪
雨
災
害
復

旧
事
業
竣
工
式
が
お
り
な
す
八
女
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

関
係
者
が
一
堂
に
集
い
、
災
害
発
生
か
ら
６
年
の
歳
月

を
経
て
、
晴
れ
て
事
業
の
竣
工
を
祝
い
ま
し
た
。
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式
に
臨
み
市
長
は
、
次
の
と
お
り
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。「
６
年
前
の
平
成
24
年
九
州

北
部
豪
雨
災
害
で
は
『
こ
れ
ま
で
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
雨
』
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受

け
、
市
内
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
多
大
な
被
害

が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
災
害
で
お
二
人
の

方
が
亡
く
な
ら
れ
、
10
人
が
重
軽
傷
を
負
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
公
共
土
木
施
設
・
農
地

農
業
用
施
設
の
被
害
を
は
じ
め
、
建
物
被
害

や
断
水･
停
電
な
ど
市
民
生
活
に
多
大
な
影

響
を
及
ぼ
す
事
態
と
な
り
ま
し
た
。
市
で
は

一
日
で
も
早
く
平
穏
な
日
常
生
活
を
取
り
戻

す
た
め
、
市
民
一
丸
と
な
っ
て
復
旧
復
興
へ

の
努
力
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

復
旧
事
業
に
お
い
て
は
、
国
や
県
、
職
員

を
派
遣
い
た
だ
い
た
多
く
の
自
治
体
を
は
じ

め
、
各
種
団
体
・
企
業
お
よ
び
多
く
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
八
女
市
は
、
新
し
い
第
一
歩
を

歩
み
始
め
ま
す
。
安
全
に
暮
ら
す
こ
と
の
で

き
る
八
女
市
を
次
の
世
代
に
つ
な
ぐ
た
め
、

さ
ら
な
る
前
進
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
７
月
の
豪
雨
災
害
で
被
害
を

こ
う
む
っ
た
朝
倉
市
と
東
峰
村
を
は
じ
め
、

今
年
に
な
っ
て
発
生
し
た
大
阪
北
部
地
震
・

西
日
本
豪
雨
・
台
風
21
号
の
被
災
地
、
北
海

新
し
い
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
す

　

近
年
、
国
内
で
大
規
模
な
災

害
が
頻
発
し
て
い
ま
す
。
今
年
に

入
っ
て
も
６
月
18
日
の
「
大
阪
北

部
地
震
」、
７
月
６
日
の
「
平
成

30
年
西
日
本
豪
雨
」、
９
月
上
旬

の「
台
風
21
号
」、９
月
６
日
の「
平

成
30
年
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
」

な
ど
が
発
生
し
ま
し
た
。
災
害
が

い
つ
私
た
ち
の
生
活
を
脅
か
す
の

か
は
予
測
で
き
ま
せ
ん
。

　

八
女
市
で
は
、
広
大
な
エ
リ
ア

に
効
率
よ
く
防
災
情
報
を
届
け

る
た
め
に
、
世
帯
主
を
対
象
に
防

災
ラ
ジ
オ
を
無
償
配
布
し
て
い
ま

す
。
防
災
ラ
ジ
オ
を
受
領
し
て

い
な
い
人
は
印
鑑
を
ご
持
参
の
う

え
、
本
庁
企
画
政
策
課
（
旧
八
女

エ
リ
ア
）、
ま
た
は
各
支
所
総
務

課
（
旧
町
村
エ
リ
ア
）
ま
で
お
い

で
く
だ
さ
い
。

　

防
災
ラ
ジ
オ
は
情
報
を
い
ち
早

く
伝
え
る
た
め
に
ラ
ジ
オ
を
聞
い

て
い
な
く
て
も
、
自
動
で
電
源
が

入
る
自
動
起
動
機
能
を
持
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
避
難
情
報

や
大
規
模
災
害
発
生
情
報
な
ど
の

重
要
な
情
報
に
つ
い
て
は
緊
急
放

送
と
し
て
大
音
量
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
の
で
、
必
ず
設
置
さ
れ
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
電
波

の
状
態
が
悪
い
と
自
動
起
動
し
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
電
波
状
態

の
確
認
の
た
め
ラ
ジ
オ
を
「
Ｆ
Ｍ

八
女
」
に
選
局
し
て
電
波
状
態
の

良
い
と
こ
ろ
へ
ラ
ジ
オ
を
再
設
置

し
て
く
だ
さ
い
。

　

防
災
ラ
ジ
オ
の
室
内
ア
ン
テ
ナ

（
ロ
ッ
ド
ア
ン
テ
ナ
、
フ
ィ
ー
ダ
ー

ア
ン
テ
ナ
）
で
Ｆ
Ｍ
八
女
（
80
・

１
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
）
が
受
信
で
き
な

い
場
合
は
、
無
償
で
外
部
ア
ン
テ

ナ
の
設
置
を
行
い
ま
す
。

　

防
災
ラ
ジ
オ
の
電
源
は
、
付
属

の
Ａ
Ｃ
ア
ダ
プ
タ
ー
を
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。
乾
電
池
で
も
聞
く
こ

と
は
で
き
ま
す
が
、
あ
く
ま
で
も

停
電
時
の
予
備
電
源
で
あ
る
と
お

考
え
く
だ
さ
い
。

設置してますか

防 オ災
ラ
ジ

問い合わせ＝
企画政策課
☎２３・１１１０

♬ 

世
帯
主
を
対
象
に
無
償
配
布

市
内
外
の
関
係
者
６
０
０
人
が

災
害
復
旧
事
業
の
竣
工
を
祝
う

　

９
月
８
日
㈯
、「
平
成
24
年
７
月
九
州
北
部
豪
雨
災
害
復
旧
事
業
竣
工
式
（
福
岡
県・八
女
市
共
催
）」
が
、

お
り
な
す
八
女
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
九
州
北
部
豪
雨
は
平
成
24
年
７
月
に
八
女
市
に
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
、
そ
の
被
害
は
道
路
や
橋
梁
、
農
地
、
山
林
な
ど
１
３
８
７
か
所
。
復
旧
に
は
総
額
３
９
２
億
６
千
万

円
も
の
事
業
費
が
必
要
で
し
た
。
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道
胆
振
東
部
地
震
の
被
災
地
の
一
日
も
早
い

復
旧
復
興
を
願
っ
て
い
ま
す
」

　

共
催
の
小
川
洋
福
岡
県
知
事
は
復
旧
事
業

に
尽
力
し
た
関
係
者
に
お
礼
を
述
べ
る
と
と

も
に
、「
近
年
、
特
定
の
地
域
へ
の
集
中
的

な
豪
雨
が
全
国
各
地
で
頻
発
し
て
い
ま
す
。

過
去
の
経
験
や
教
訓
を
踏
ま
え
、
ハ
ー
ド
対

策
は
も
と
よ
り
、
ソ
フ
ト
対
策
を
含
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
対
策
を
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
、
昨
年
の
九
州
北
部
豪
雨

で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
朝
倉
市
の
林

裕
二
市
長
と
東
峰
村
の
澁
谷
博
昭
村
長

も
招
か
れ
ま
し
た
。
市
長
か
ら
一
日
も
早

い
災
害
復
興
を
祈
念
し
「
災
害
か
ら
の
復

旧
復
興
の
道
標
と
し
て
、
将
来
を
明
る
く

照
ら
す
よ
う
に
」
と
、
八
女
を
代
表
す
る

伝
統
工
芸
品
の
八
女
提
灯
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
７
月
14
日
に
同
会
場
で
開

催
さ
れ
た
「
平
成
29
年
度
九
州
北
部
豪

雨
災
害
復
興
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
」

の
主
催
者
「
歌
声
レ
ク
サ
サ
イ
ズ
八
女
の
会
」

か
ら
、
寄
附
金
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

災
害
を
教
訓
に
着
実
な
対
策
を

■災害と復旧の記録
◦平成 24 年 7 月九州北部豪雨の概要
　平成 24 年 7 月12 日に対馬海峡にあった梅雨
前線が北上し、同 13 日から14 日にかけて朝鮮
半島付近で停滞した。九州北部地方には東シナ
海上から暖かく湿った空気が流入して大気の状
態が非常に不安定となった。雨雲が次々と流れ
込んで発達し、13 日は佐賀県と福岡県、14 日
には福岡県と大分県を中心に大雨となった。黒
木町のアメダスの記録によると、14 日午前 11
時 30 分までの 24 時間降水量が、1976 年の観
測以来最高の 486.0㎜を記録した。降り始めか
らの最大雨量は池の山観測点（星野）の 613㎜、
最大時間雨量は同観測点の 96㎜。

◦被害と復旧事業の概要
　▽建物被害の状況

区分 計
全壊（流失を含む） 61

大規模半壊 29
半壊 142

床上浸水 373
一部損壊 48
床下浸水 590

計 1,243
　▽復旧事業概要（福岡県分）

区分 箇所数 事業費（億円）

道路災害 98 38
河川災害 123 201
砂防災害 20 52
治山 10 8.2
合計 251 299.2

　　▽復旧事業概要（八女市分）
区分 箇所数 事業費（億円）

河川 ･ 道路 ･ 橋梁 609 65.5
農地・農業用施設 464 20.3
林道 63 7.6
合計 1,136 93.4

♬ 

防
災
ラ
ジ
オ
お
聞
き
で
す
か
？ 

♬ 

防
災
ラ
ジ
オ
の
電
源
は

♬ 

難
聴
対
策
を
実
施
し
ま
す

　

近
年
、
国
内
で
大
規
模
な
災

害
が
頻
発
し
て
い
ま
す
。
今
年
に

入
っ
て
も
６
月
18
日
の
「
大
阪
北

部
地
震
」、
７
月
６
日
の
「
平
成

30
年
西
日
本
豪
雨
」、
９
月
上
旬

の「
台
風
21
号
」、９
月
６
日
の「
平

成
30
年
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
」

な
ど
が
発
生
し
ま
し
た
。
災
害
が

い
つ
私
た
ち
の
生
活
を
脅
か
す
の

か
は
予
測
で
き
ま
せ
ん
。

　

八
女
市
で
は
、
広
大
な
エ
リ
ア

に
効
率
よ
く
防
災
情
報
を
届
け

る
た
め
に
、
世
帯
主
を
対
象
に
防

災
ラ
ジ
オ
を
無
償
配
布
し
て
い
ま

す
。
防
災
ラ
ジ
オ
を
受
領
し
て

い
な
い
人
は
印
鑑
を
ご
持
参
の
う

え
、
本
庁
企
画
政
策
課
（
旧
八
女

エ
リ
ア
）、
ま
た
は
各
支
所
総
務

課
（
旧
町
村
エ
リ
ア
）
ま
で
お
い

で
く
だ
さ
い
。

　

防
災
ラ
ジ
オ
は
情
報
を
い
ち
早

く
伝
え
る
た
め
に
ラ
ジ
オ
を
聞
い

て
い
な
く
て
も
、
自
動
で
電
源
が

入
る
自
動
起
動
機
能
を
持
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
避
難
情
報

や
大
規
模
災
害
発
生
情
報
な
ど
の

重
要
な
情
報
に
つ
い
て
は
緊
急
放

送
と
し
て
大
音
量
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
の
で
、
必
ず
設
置
さ
れ
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
電
波

の
状
態
が
悪
い
と
自
動
起
動
し
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
電
波
状
態

の
確
認
の
た
め
ラ
ジ
オ
を
「
Ｆ
Ｍ

八
女
」
に
選
局
し
て
電
波
状
態
の

良
い
と
こ
ろ
へ
ラ
ジ
オ
を
再
設
置

し
て
く
だ
さ
い
。

　

防
災
ラ
ジ
オ
の
室
内
ア
ン
テ
ナ

（
ロ
ッ
ド
ア
ン
テ
ナ
、
フ
ィ
ー
ダ
ー

ア
ン
テ
ナ
）
で
Ｆ
Ｍ
八
女
（
80
・

１
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
）
が
受
信
で
き
な

い
場
合
は
、
無
償
で
外
部
ア
ン
テ

ナ
の
設
置
を
行
い
ま
す
。

　

防
災
ラ
ジ
オ
の
電
源
は
、
付
属

の
Ａ
Ｃ
ア
ダ
プ
タ
ー
を
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。
乾
電
池
で
も
聞
く
こ

と
は
で
き
ま
す
が
、
あ
く
ま
で
も

停
電
時
の
予
備
電
源
で
あ
る
と
お

考
え
く
だ
さ
い
。

朝
倉
市
・
東
峰
村
に
エ
ー
ル
を
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八女津実修女学校（現八女学院
高等学校）で 40 年ほど教鞭を執
りました。趣味はお謡いと短歌。
今でも教え子の皆さんが面会に
来られます。

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

大坪　四郎さん（蒲原） 馬渡　稍さん（黒木町）

橋村　トミヱさん（黒木町）十時　ヒデノさん（立花町）

　

９
月
17
日
㈷
は
敬
老
の
日
。
市
で
は
平
成
30
年
度
に
１
０
０
歳
に
な
る
26
人

に
敬
老
祝
金
と
祝
状
を
、
１
０
１
歳
以
上
の
59
人
と
88
歳
に
な
る
５
３
０
人
に
敬

老
祝
金
を
贈
り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
今
年
１
０
７
歳
を
迎
え
ら
れ
る
市
内
最
高
齢

の
馬
渡
稍
さ
ん
と
、
今
年
１
０
０
歳
に
な
る
在
宅
の
長
寿
者
３
人
を
市
長
が
訪
問

し
、
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
ま
た
、
１
０
０
歳
に
な
る
人
に
は
県
知
事
か
ら

の
祝
状
と
記
念
品
、
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
の
祝
状
と
銀
杯
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

大坪 四郎（蒲原）
橋村 トミヱ（黒木町）
馬場 マサエ（星野村）
二田原 スソノ（黒木町）
近藤 カナヱ（鵜池）
河内 フチヱ（納楚）
橋本 ハルミ（黒木町）
野吾 テル（星野村）
井上 カツヨ（高塚）
亀山 コト（室岡）
十時 ヒデノ（立花町）
入江 康（立花町）
木附 大子（山内）

栗原 チトセ（矢部村）
梶原 ミチヱ（星野村）
栗原 ツマヱ（矢部村）
川口 初枝（矢部村）※

東 シヅミ（祈祷院）
江田 嘉珠穗（矢部村）
伊豫 トキヱ（黒木町）
月足 イクノ（立花町）
加藤 ニトリ（黒木町）
小川 菊香（星野村）
岡 ハルコ（稲富）
松延 サヲ（立花町）
佐藤 コトヱ（柳島）

平成 30 年度  市内の 100 歳を迎えられる皆さん

馬渡稍さんに三田村市長から八女市最
高齢者の祝状が手渡されました。

近くの畑まで自転車で通い、四季
折々の野菜を育てています。趣味
は読書と体を動かすこと。孫、ひ
孫たちにも囲まれ、毎日楽しく過
ごしています。

毎日自宅近くの茶畑で草むしりな
どの作業をしています。日々、体
を動かし、作物の生長を見ること
で、心身ともに健康に過ごせてい
ます。

以前は専業農家で米やみかん、キ
ウイフルーツを作っていました。
趣味は裁縫で、今でも身のまわり
のものを作って楽しんでいます。

ご承諾いただいた方のみ掲載しています。9月1日現在（敬称略）
※ 川口初枝さんの初の字は、正式表記は「礻（しめすへん）に刀」です。
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８
月
28
日
～
31
日
の
４
日
間
に
わ
た

り
、
静
岡
市
の
株
式
会
社
静
岡
茶
市
場

で
第
72
回
全
国
茶
品
評
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

玉
露
の
部
に
は
、
福
岡
県
・
京
都
府
・

静
岡
県
・
鹿
児
島
県
・
愛
知
県
か
ら
99

点
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。
外
観
・
香
気
・

水
色
・
滋
味
が
そ
れ
ぞ
れ
採
点
さ
れ
、

倉
住
努
さ
ん
（
八
女
市
星
野
村
）
の
玉

露
が
２
０
０
点
満
点
で
農
林
水
産
大

臣
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
な
お
、
玉
露
の

部
で
は
、
八
女
市
の
生
産
者
が
上
位
19

位
ま
で
を
独
占
。
ま
た
、
産
地
賞
と
し

て
玉
露
の
部
は
18
年
連
続
で
１
位
を
獲

得
、
普
通
煎
茶
10
㎏
の
部
で
３
位
、
て

ん
茶
の
部
で
３
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

そ
の
他
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
玉
露
の
部
は
２
等
級
、
そ
の
他
部
門

は
３
等
級
ま
で
紹
介
し
て
い
ま
す
（
敬

称
略
）。

【
玉
露
】〈
６
位
〉
グ
リ
ー
ン
テ
ィ
ー
日

向
神 

月
足
靖
彦〈
７
位
〉竹
下
逸
夫〈
８

位
〉
馬
場
満
〈
９
位
〉

（農）
笠
原
緑
茶
組

合 

松
尾
健
一
〈
10
位
〉

（農）
み
ど
り
園
大

渕 
坂
田
輝
彦
〈
11
位
〉
山
口
勇
製
茶 

山
口
孝
臣
〈
12
位
〉
山
口
英
昭
〈
13
位
〉

（農）
み
ど
り
園
大
渕 

堀
川
祐
助
〈
14
位
〉

宮
原
幸
子
〈
15
位
〉
山
口
勇
製
茶 

山

口
豪
吉
、
原
口
重
信
（
15
位
は
同
点
で

２
人
受
賞
）

【
普
通
煎
茶
10
㎏
】〈
10
位
〉
樋
口
龍
也

〈
13
位
〉
㈲
グ
リ
ー
ン
ワ
ー
ル
ド
八
女 

平
井
英
治
〈
30
位
〉
樋
口
恵
子

【
普
通
煎
茶
４
㎏
】〈
10
位
〉

（農）
八
女
中

央
茶
共
同
組
合 

代
表 

野
上
久
義
〈
24

位
〉

（農）
八
女
中
央
茶
共
同
組
合 

西
村

俊
二

【
か
ぶ
せ
茶
】〈
23
位
〉
石
井
製
茶
工
場 

石
井
貴
寛
〈
30
位
〉
茶
業
部
会
黒
木
支

部 

野
中
敏
成
〈
32
位
〉

（農）
星
の
喜
楽

園 

鶴
元
浩
治

【
て
ん
茶
】〈
25
位
〉
星
茶
会 

中
村
一
木

〈
26
位
〉
星
茶
会 

江
良
直
樹
〈
33
位
〉

星
茶
会 

馬
場
義
浩

　上陽町北川内の倉員家住宅（主屋・離れ・土蔵・
納屋の 4 棟）が、7 月 20 日に行われた国の文化審議
会答申により、国登録有形文化財（建造物）に登録さ
れる事が決まりました。
　倉員家は、4 代目の又六氏が上妻郡議員を務め、5
代目の團蔵氏が造り酒屋や銀行を創設するなどの事績
が知られています。また、信仰心が厚く、文政10年（1827
年）に上陽町柴尾の西公園、間層式五重塔（市文化財）
を建立するなどの事績も知られています。

　倉員家住宅は、良質な材を多用した近代の和風住
宅であり、明治期の伝統的な上級農家の屋敷構成を今
に伝える貴重なものです。棟木の銘により木挽きや大
工棟梁の名、建築年が確認できます。明治18年に主屋、
明治 42 年に離れ、明治 24 年に土蔵、明治 9 年に納
屋が建てられました。以降は柱一本、板一枚まで代々
大切に使われ、現在にその姿を残しています。
　当主は「毎年春には代々伝わる箱雛や御殿雛を飾っ
ています。また、八女教学の祖と呼ばれる江碕済先生
の書も襖絵として残っており、見学の要望があれば、
その時季に対応したいと考えています」と話されました。

13
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事

【玉露の部】特別賞入賞者（敬称略）
等級 順位 氏名 特別賞

１ １ 倉住　努 農林水産大臣賞

１ ２（農）みどり園大渕
野中 利彦 農林水産省生産局長賞

１ ３ 宮原 義昭 社団法人日本茶業中央会
会長賞

１ ４ 栗原製茶　栗原 昭夫 全国茶生産団体連合会
会長賞

１ ５ 南木屋共同製茶工場
大久保 忠

全国茶商工業協同組合連
合会理事長賞

18  
年
連
続
で
「
玉
露
の
部
産
地
賞
」日
本
一
を
獲
得

員家住宅が国の文化財に倉
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来
年
４
月
１
日
か
ら
の
「
幼
稚

園
・
保
育
所
等
の
入
所
申
し
込
み
」

を
左
表
の
日
程
で
受
け
付
け
ま
す
。

　

事
前
に
必
要
事
項
を
記
入
し

た
提
出
書
類
一
式
を
受
付
期
間
内

に
第
一
希
望
の
施
設
の
受
付
会
場

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

現
在
在
園
し
て
い
る
施
設
へ
継

続
し
て
入
所
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
各
施
設
お
よ
び
市
役
所
子
育

て
支
援
課
・
各
支
所
市
民
生
活
福

祉
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

10
月
15
日
㈪
以
降
に
、
市
役

所
子
育
て
支
援
課
、
各
支
所
お
よ

び
各
施
設
に
準
備
し
ま
す
。

　

保
育
所
希
望
の
人
で
、
左
表
の

日
程
で
手
続
き
が
で
き
な
い
場
合

は
、
11
月
30
日
㈮
ま
で
に
市
役
所

子
育
て
支
援
課
・
各
支
所
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
第
１
次
選
考
の

対
象
は
11
月
30
日
㈮
ま
で
に
提

出
し
た
人
に
な
り
ま
す
。
な
お
、

入
所
の
決
定
は
、
受
付
先
着
順
等

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
保
育

所
以
外
を
希
望
の
人
は
各
施
設
へ

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

①
支
給
認
定
申
請
書
ま
た
は
支

給
認
定
現
況
届
、
②
勤
務
証
明
書

な
ど
（
保
育
利
用
者
の
み
）、
③

認
印
、
④
入
園
願
書
（
保
育
所
以

外
へ
の
新
規
申
し
込
み
の
人
）

　

今
年
か
ら
施
設
見
学
を
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
期
間
は
10

月
22
日
㈪
～
27
日
㈯
で
す
。

　

ぜ
ひ
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
施
設

を
見
学
し
、
希
望
施
設
を
決
め
て

か
ら
入
所
申
し
込
み
を
し
て
く
だ

さ
い
。な
お
、見
学
に
あ
た
っ
て
は
、

事
前
に
各
施
設
へ
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。
施
設
の
都
合
に
よ
っ
て

は
希
望
日
時
に
見
学
で
き
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
見
学
期
間
以
外
の

見
学
に
つ
い
て
は
、
各
施
設
へ
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
見
学
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
＝
直

接
施
設
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
保
育
所
等
の
入
所
に
関
す
る
問

い
合
わ
せ
＝
子
育
て
支
援
課
こ
ど

も
保
育
係(
☎
２
３・１
３
５
１)

幼稚園・保育所等の入所申し込み受付日程

※印の施設は、当日お子さんの面接があります。　

必
要
書
類
配
布
場
所

手
続
き
に
必
要
な
も
の

継
続
申
し
込
み
に
つ
い
て

見
学
期
間
（
10
月
22
日
～
27
日
）

を
利
用
く
だ
さ
い

施設名 受付会場 受付日 受付時間
福島保育所 ※

各施設
　11 月 6 日㈫
　　　 ～ 8 日㈭

 09:00~18:30長峰保育所 ※
北山保育所 ※
三河保育園

●在園継続児
各施設または
市役所本庁
子育て支援課

●新規・転園
市役所本庁
子育て支援課

　11 月1日㈭、
　　　  2 日㈮、
　5 日㈪～ 9 日㈮

 各施設＝
開所時間

 市役所＝
08:30 ～19:00

八幡保育園
八女中央保育園
岡山保育園
忠見保育園
上妻保育園
川崎保育園
みつとも保育園　　 立花支所

（市民生活福祉課）

　11 月 5 日㈪
　　　～ 7 日㈬

 11月5日㈪･
　および６日㈫＝

08:30 ～17:15
 11月7日㈬ =

08:30 ～19:00

辺春保育園　　
黒木保育園

黒木支所（同上）あゆみ保育園
本分保育園
木屋保育所
矢部保育園　 矢部支所（同上）
星野保育所星光園　 星野支所（同上）
福島幼稚園

各施設

　11月1日㈭  08:00 ～17:00
さいしょうじ幼稚園 　11月1日㈭  09:00 ～12:00
白百合幼稚園 　11月1日㈭  14:00 ～16:00
つくし幼稚園 　11月6日㈫  14:00 ～17:00
ふじなみ幼稚園 　11月1日㈭  09:00 ～15:00
洋光はうす保育園 ※ 　11月１日㈭～２日㈮  09:00 ～16:00
さくらんぼ保育園 ※ 　11月1日㈭～9日㈮  10:00 ～18:00
どんぐりの森保育園 ※ 　11月5日㈪・６日㈫  09:00 ～17:00

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
施

行
令
の
改
正
に
よ
り
、
平
成
30

年
９
月
１
日
か
ら
税
法
上
の
寡

婦
（夫）
控
除
が
適
用
さ
れ
な
い
婚

姻
歴
の
な
い
未
婚
の
ひ
と
り
親

を
、
寡
婦

（夫）
控
除
が
適
用
さ
れ

る
も
の
と
し
て
保
育
料
を
再
計

算
す
る
「
寡
婦

（夫）
控
除
の
み
な

し
適
用
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

適
用
に
は
申
請
が
必
要
で
、
適

用
を
受
け
る
と
保
育
所
等
の
保

育
料
が
減
額
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　
な
お
、
寡
婦

（夫）
控
除
の
み
な

し
適
用
を
受
け
て
も
、
所
得
の

状
況
や
保
育
料
の
階
層
区
分

に
よ
り
減
額
に
な
ら
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
み
な
し

適
用
の
た
め
、
税
法
上
の
控
除

を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

現
に
事
実
上
の
婚
姻
と
同
様
の

事
情
に
あ
る
場
合
は
対
象
外
で

す
。
対
象
と
思
わ
れ
る
人
は
、

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
子
育
て
支

援
課
こ
ど
も
保
育
係
（
☎

２
３・１
３
５
１
）

保
育
料
の
「
寡
婦

（夫）
控
除
の

み
な
し
適
用
」
を
実
施

新
規
・
転
園
申
し
込
み
に
つ
い
て

平
成
31
年
度
幼
稚
園
・

保
育
所
等
の
入
所
申
し
込
み
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♥
こ
の
ペ
ー
ジ
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
＝
子
育
て
支
援
課
（
☎
２
３
・
１
３
５
１
）

子
育
て
を
応
援
し
ま
す

　
子
育
て
支
援
施
設
で
は
、
子
育

て
中
の
親
子
の
皆
さ
ん
が
子
育
て

を
し
て
い
る
仲
間
同
士
、
み
ん
な

で
楽
し
み
、
考
え
、
支
え
合
っ
て

い
け
る
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
は
「
大
変
！
」「
困
っ

た
！
」
と
思
っ
た
り
、
落
ち
込
ん

だ
り
、
悩
ん
だ
り
す
る
前
に
、
い

つ
で
も
気
軽
に
遊
び
に
き
て
く
だ

さ
い
。
子
育
て
に
関
す
る
相
談
を

受
け
た
り
、
講
座
等
を
開
催
し
た

り
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
事
業
で
は
、
地
域

の
皆
さ
ん
と
協
働
す
る
こ
と
を
発

信
し
て
い
き
ま
す
。
地
域
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

八
女
市
子
育
て
支
援
総
合
施

設
「
や
め
っ
こ
未
来
館
」
は
、
市

立
福
島
保
育
所
と
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
の
複
合
施
設
で
、
保
育

所
の
機
能
と
子
育
て
の
総
合
的
な

支
援
を
行
う
機
能
を
備
え
て
い
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
（
施
設
型

子
育
て
と
在
宅
型
子
育
て
）
を
連

携
し
、
さ
ら
に
地
域
の
皆
さ
ん
と

協
働
す
る
こ
と
に
よ
り
、
八
女
市

の
未
来
を
担
う
子
ど
も
の
健
や
か

な
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

◦
住
所
＝
八
女
市
稲
富
４
９
９
番
地

◦
連
絡
先
＝
☎
２
４・８
８
１
４

　

ピ
コ
ロ

◦
住
所
＝
黒
木
町
桑
原
２
０
７
番

地（
黒
木
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー「
ふ

じ
の
里
」
内
）

◦
連
絡
先
＝
☎
４
２・３
３
０
１

　

き
ら
き
ら

◦
住
所
＝
立
花
町
北
山
２
７
４
７

番
地
５

◦
連
絡
先
＝
☎
２
４・９
０
９
０

　

ト
ゥ
イ
ン
ク
ル

◦
住
所
＝
星
野
村
１
０
７
７
５
番

地
14
（
星
野
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
「
そ
よ
か
ぜ
」
内
）

◦
連
絡
先
＝
☎
０
９
０・３
３
２

０・２
１
９
６

※
各
施
設
の
開
催
日
は
そ
れ
ぞ
れ

違
い
ま
す
。
毎
月
15
日
号
の
広
報

八
女
「
子
育
ち
支
援
掲
示
板
」
に

情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

八
女
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
確
認

で
き
ま
す
。

　

や
め
っ
こ
未
来
館
内
の
「
み
ら

い
広
場
」
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が

安
心
し
て
遊
べ
、
子
育
て
中
の
保

護
者
の
皆
さ
ん
が
交
流
し
た
り
情

報
収
集
し
た
り
で
き
る
場
を
提
供

し
て
い
ま
す
。

　

や
め
っ
こ
未
来
館
で
、
一
時
預

か
り
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
保

育
所
（
園
）
を
利
用
さ
れ
て
い
な

い
ご
家
庭
で
、
日
常
生
活
の
突
発

的
な
事
情
や
保
護
者
の
非
定
期
的

な
パ
ー
ト
就
労
や
入
院
・
育
児
疲

れ
な
ど
に
よ
り
一
時
的
に
家
庭
で

の
保
育
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
等

に
、
お
子
さ
ま
を
お
預
か
り
す
る

事
業
で
す
。

◦
対
象
＝
６
か
月
以
上
の
未
就
学

児◦
利
用
日
＝
月
曜
～
土
曜
日
（
日

曜
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

◦
利
用
時
間
＝
９
時
～
17
時

◦
利
用
料
金
＝
４
時
間
以
内

８
０
０
円
（
１
４
０
０
円
）、
４

時
間
を
超
え
て
８
時
間
以
内

１
６
０
０
円
（
２
８
０
０
円
）。（ 

）

内
は
、
市
外
在
住
者
料
金
。
給
食

は
実
費
（
１
９
０
円
）。

◦
利
用
定
員
＝
10
人

◦
利
用
方
法
＝
事
前
に
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。
利
用
日
の
属
す
る

月
の
前
月
の
初
日
か
ら
、
利
用
日

の
３
日
前
ま
で
の
間
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
や
め
っ

こ
未
来
館
（
☎
２
４・８
８
１
４
）

　

乳
幼
児
の
子
育
て
に
対
す
る

不
安
や
悩
み
を
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
来
館
に
よ
る
相
談
や
、
電

話
・
メ
ー
ル
な
ど
で
も
受
け
付
け

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

◦
相
談
先
＝
☎
０
９
０・４
７
７

６・３
１
５
５
／
rkodom

o
m

iraiyam
e@

docom
o.ne.jp

子
育
て
支
援
拠
点
事
業

子
育
て
支
援
総
合
施
設

「
や
め
っ
こ
未
来
館
」

そ
の
他
の
子
育
て
支
援
施
設

　
み
ら
い
広
場

　
一
時
預
か
り
事
業

子
育
て
な
ん
で
も
相
談
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安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
、

赤
ち
ゃ
ん
が
健
や
か
に
成
長
で

き
る
よ
う
に
地
域
で
子
育
て
を

応
援
し
ま
す
。
お
お
む
ね
生
後

４
か
月
ま
で
の
乳
児
が
い
る
家

庭
を
訪
問
し
ま
す
。
児
童
手
当

申
請
時
等
に
あ
な
た
の
地
区
の

訪
問
従
事
者
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
の
で
、
子
育
て
に
関
す
る
悩

み
事
、
聞
き
た
い
事
等
何
で
も

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
市
の
保

健
師
お
よ
び
保
育
士
が
引
き
続

き
訪
問
し
、
養
育
相
談
や
支
援

を
行
い
ま
す
。

○
訪
問
従
事
者
と
は･･･

市
の

委
託
を
受
け
た
人
（
民
生
委
員

児
童
委
員
・
主
任
児
童
委
員
）

保
健
師
、
保
育
士
等
で
す
。

○
訪
問
日
…
電
話
で
調
整
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
都
合
の

よ
い
日
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制

度
の
も
と
、
小
学
校
就
学
前
ま

で
の
子
ど
も
は
、
市
内
の
保
育

所
（
19
か
所
）
や
幼
稚
園
（
１

か
所
）、
ま
た
は
認
定
こ
ど
も
園

（
４
か
所
）
や
小
規
模
保
育
施
設

（
３
か
所
）
か
ら
、
家
庭
の
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
施
設
を
選
び
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
保
護
者
の
保
育
料
の

負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
八
女

市
で
は
国
の
基
準
よ
り
階
層
に

応
じ
て
減
額
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
内
に
17
か
所
（
25
支
援
単

位
）
の
学
童
保
育
所
が
あ
り
、

放
課
後
等
に
保
護
者
が
就
労
な

ど
の
た
め
不
在
と
な
る
ご
家
庭

の
小
学
生
が
利
用
で
き
ま
す
。

◦
開
所
時
間

【
平
日
】
放
課
後
～
18
時

【
土
曜
日
お
よ
び
休
業
日
】
７
時

30
分
～
18
時 

※
19
時
ま
で
延
長

あ
り

【
日
・
祝
日
】
閉
所

◦
利
用
料
金
＝
月
額
５
５
０
０

円
（
８
月
は
７
０
０
０
円
）

◦
延
長
料
金
＝
１
回
２
０
０
円

（
最
大
１
０
０
０
円
ま
で
）

※
長
期
休
業
期
間
の
み
の
利
用

も
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
入
所

者
多
数
の
た
め
長
期
休
業
期
間

の
み
の
利
用
が
で
き
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。

　

児
童
手
当
は
、
中
学
校
卒
業

ま
で
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る

人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

手
当
の
額
は
、
中
学
生
ま

で
の
児
童
を
対
象
に
、
第
１
子

お
よ
び
第
２
子
は
１
万
円
、
第

３
子
以
降
１
万
５
千
円
（
た
だ

し
、
小
学
生
ま
で
）、
３
歳
未

満
は
１
万
５
千
円
で
す
。
児
童

を
養
育
し
て
い
る
人
の
所
得
が

所
得
制
限
限
度
額
以
上
の
場
合

は
、
特
例
給
付
と
し
て
月
額
一

律
５
千
円
を
支
給
し
ま
す
。

　
　
乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
事
業

ファミリー・サポート・センター
♬こどもの笑顔は地域で育む ♬

　ファミリー・サポート・センター事業では、「子ども
の笑顔は地域で育む」をスローガンに子育てを地域で
相互援助するお手伝いをしています。ファミリー・サポー
ト・センター事業は、「おねがい会員（子育ての援助を
受けたい人）」と「まかせて会員（子育ての援助を行い
たい人）」で成り立っています。
　おねがい会員は内容の説明を、まかせて会員は講習
会を受講し、会員登録することで利用できます。会員
登録できるのは、市内住民もしくは市内の企業等に通勤・
通学している人です。会員登録の手続き等は、八女市
子育て支援総合施設「やめっこ未来館」内の事務局で
行います。
◦1 時間当たりの利用料金

【月～土】
 ▷７時～ 19時　 200円《500円》
 ▷19時～ 21時　400円（200円）《700円》

【日・祝日・年末年始（12月29日～ 1月3日】
 ▷７時～ 19時　 400円（200円）《700円》
 ▷19時～ 21時　600円（400円）《900円》
※（  ）内は、ひとり親家庭の料金、《  》内は市外住民
で市内に勤務・通学されている人の料金です。市内住
民は、八女市が利用料１時間につき300円の補助を行っ
ており、補助金を差し引いた金額となります。
◦問い合わせ＝ファミリー・サポート・センター

（☎２３・１５４６）

教
育
・
保
育
事
業

「
児
童
手
当
」
給
付

♡
こ
ん
に
ち
は 

赤
ち
ゃ
ん
♡

お
子
さ
ま
に
幼
児
教
育
や

　
　
保
育
が
必
要
な
と
き
は

　
放
課
後
児
童

　
　 

健
全
育
成
事
業

放
課
後
等
の
学
童
保
育
が
必
要
な
と
き
は
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児
童
扶
養
手
当

特
別
児
童
扶
養
手
当

　

児
童
扶
養
手
当
と
は
、
母
子
・

父
子
世
帯
等
の
生
活
の
安
定
を

図
り
、
自
立
を
促
進
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
手
当
を
支
給

す
る
制
度
で
す
。

　

手
当
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
児
童
（
18
歳
に
達
す

る
日
以
後
の
最
初
の
３
月
31
日

ま
で
の
間
に
あ
る
人
、
し
ょ
う
が

い
児
に
つ
い
て
は
20
歳
未
満
）
を

監
護
し
て
い
る
母

（父）
、
ま
た
は

母
（父）
に
代
わ
っ
て
そ
の
児
童
を

養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ

ま
す
。

・
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

・
父

（母）
が
死
亡
し
た
児
童

・
父

（母）
が
施
行
令
に
定
め
る
程
度

の
し
ょ
う
が
い
状
態
に
あ
る
児
童

・
父

（母）
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い

児
童

・
父

（母）
が
裁
判
所
か
ら
Ｄ
Ｖ
保
護

命
令
を
受
け
た
児
童

・
父

（母）
か
ら
１
年
以
上
遺
棄
さ
れ

て
い
る
児
童

・
父

（母）
が
法
令
に
よ
り
引
き
続
き

１
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童

・
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎

し
た
児
童

　

手
当
額
は
、
所
得
に
応
じ
て

決
定
さ
れ
ま
す
。

◦
全
額
支
給
＝
児
童
１
人

４
２
５
０
０
円
、
第
２
子
加
算
額

１
０
０
４
０
円
、
第
３
子
以
降
加
算

額
（
１
人
当
た
り
）
６
０
２
０
円

◦
一
部
支
給
＝
児
童
１
人

１
０
０
３
０
円
～
４
２
４
９
０
円
、

第
２
子
加
算
額
５
０
２
０
円
～

１
０
０
３
０
円
、
第
３
子
以
降
加

算
額
（
１
人
あ
た
り
）
３
０
１
０

円
～
６
０
１
０
円

◦
支
給
月
＝
認
定
請
求
し
た
日
の

属
す
る
月
の
翌
月
分
か
ら
支
給

さ
れ
ま
す
。
年
３
回
（
４
月
・
８

月
・
12
月
）
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
と
は
、

心
身
に
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
児
童

に
つ
い
て
、
福
祉
の
増
進
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
手
当
を
支

給
す
る
制
度
で
す
。

　

精
神
ま
た
は
身
体
に
し
ょ
う

が
い
の
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童

を
監
護
し
て
い
る
父
か
母
、
ま

た
は
父
母
に
代
わ
っ
て
、
そ
の

児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
に
支

給
さ
れ
ま
す
。

◦
重
度
し
ょ
う
が
い
児
（
１
級
）

＝
１
人
に
つ
き
５
１
７
０
０
円

◦
中
度
し
ょ
う
が
い
児
（
２
級
）

＝
１
人
に
つ
き
３
４
４
３
０
円

◦
支
給
月
＝
認
定
請
求
し
た
日

の
属
す
る
月
の
翌
月
分
か
ら
支

給
さ
れ
ま
す
。
年
３
回
（
４
月
・

８
月
・
11
月
）
支
給
さ
れ
ま
す
。

やめＵ
ユーアイ

Ｉターン子ども応援手当
手
当
を
受
け
ら
れ
る
人

手
当
の
額
と
支
給
月

手
当
を
受
け
ら
れ
る
人

手
当
の
額
と
支
給
月

やめっこ夢祝金

　八女市では、転入された中学生までのお子さ
んの小・中学校、保育所、幼稚園等にかかる費
用の一部を援助するため「やめＵＩターン子ども
応援手当」を支給しています。なお、申請は支給
要件に該当してから３か月以内です。
◦支給要件＝①保護者とお子さんが、一緒に転
入後、引き続き３か月以上八女市に居住（住民
登録）すること。②転入日以前１年間以上八女市
に住民登録をしていないこと。③生活保護を受け
ていないこと。
◦支給額＝転入した中学生までのお子さん一人
当たり３万円
※手当の支給は、１回限りで、再転入された場合
は該当しません。

　出生児に「やめっこ夢祝金」を支給しています。
未来を担うお子さんの出生を祝福し、心身ともに
健やかな成長を願い、祝金を支給します。父また
は母が、出産の日まで引き続き３か月以上居住（住
民登録）していれば申請できます。なお、申請は
出産の日から３か月以内です。
◦支給額＝第１子５万円、第２子８万円、第３子
以降１０万円

里
親
制
度
説
明
会

　

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
（
親
の

病
気
、
死
亡
、
離
婚
、
虐
待

な
ど
）
で
、
生
ま
れ
育
っ
た

家
庭
で
生
活
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
子
ど
も
た
ち
が
い
ま

す
。
そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
を

児
童
相
談
所
か
ら
委
託
を
受

け
て
家
庭
で
育
て
て
い
く
の

が
里
親
で
す
。

　

保
護
者
の
入
院
や
経
済

的
事
情
、
虐
待
な
ど
で
緊
急

な
保
護
が
必
要
な
場
合
に
数

日
間
里
親
に
預
か
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
安

心
で
き
る
環
境
で
特
定
の
養

育
者
と
生
活
す
る
こ
と
は
、

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長

に
つ
な
が
り
ま
す
。
里
親
制

度
に
少
し
で
も
興
味
の
あ
る

人
、
里
親
説
明
会
に
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

◦
日
時
＝
随
時
（
説
明
を
聞

い
て
み
た
い
人
が
集
ま
り
次

第
開
催

◦
内
容
＝
里
親
っ
て
ど
ん
な

制
度
？
、
里
親
に
な
る
に
は

等◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
福

岡
県
久
留
米
児
童
相
談
所

（
☎
０
９
４
２・３
２・４
４
５
８
）
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なぜ
なぜ人権－ かけがえのない命が輝くまちづくりをめざして －

■ 問い合わせ＝人権・同和教育課（☎ 23・2074）

　

下
の
２
つ
の
図
を
見
て
、
こ
の
人
に

は
ど
の
よ
う
な
し
ょ
う
が
い
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。
図
１
は
、

立
つ
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
。

図
２
は
、
階
段
が
あ
り
前
へ
進
め
な
い

と
い
う
こ
と
。
こ
の
よ
う
に
、
し
ょ
う

が
い
は
２
つ
の
要
素
か
ら
成
り
立
っ
て

お
り
、
し
ょ
う
が
い
を
個
人
の
問
題
と

す
る
考
え
を
医
学
モ
デ
ル
と
い
い
ま
す
。

一
方
、
し
ょ
う
が
い
は
周
囲
の
社
会
環

境
の
中
に
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
社
会

参
加
や
、
能
力
を
発
揮
す
る
機
会
を
奪

わ
れ
て
い
る
と
い
う
考
え
方
を
社
会
モ

デ
ル
と
い
い
、
障
害
者
差
別
解
消
法
の

基
本
的
な
考
え
方
で
す
。

　　

こ
の
法
律
で
は
、
大
き
く
２
つ
の
こ

と
に
つ
い
て
定
め
て
い
ま
す
。

◦
「
不
当
な
差
別
的
取
り
扱
い
」
の
禁
止

　

国
や
地
方
公
共
団
体
、
事
業
所
は
、

し
ょ
う
が
い
の
あ
る
人
に
対
し
て
、
正

当
な
理
由
な
く
、
し
ょ
う
が
い
を
理
由

と
し
て
差
別
す
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い

ま
す
。

◦
合
理
的
配
慮
の
提
供

　

国
や
地
方
公
共
団
体
、
事
業
所
に

対
し
て
、
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
人
か
ら
、

社
会
の
中
に
あ
る
障
壁
を
取
り
除
く
た

め
に
、
何
ら
か
の
対
応
を
求
め
ら
れ
た

時
に
、
負
担
が
重
す
ぎ
な
い
範
囲
で
対

応
す
る
（
事
業
者
に
お
い
て
は
、
対
応

に
努
め
る
）
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

負
担
が
重
す
ぎ
る
時
に
は
、
そ
の
場

面
・
状
況
に
応
じ
て
別
の
方
法
を
探
す

な
ど
、
理
解
を
得
る
よ
う
努
め
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
こ
の
法
律
に
あ
る
し
ょ

う
が
い
者
と
は
、
日
常
生
活
や
社
会
生

活
に
制
限
を
受
け
て
い
る
す
べ
て
の
人

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

大
学
で
車
い
す
の
方
が
講
義
を
さ
れ

た
時
、
教
壇
の
段
差
に
登
れ
な
い
と
い

う
場
面
が
あ
り
ま
し
た
。
周
囲
の
機
転

で
講
義
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

が
、
段
差
が
物
理
的
障
壁
と
な
り
ま
し

た
。
一
方
、
対
人
関
係
に
お
い
て
は
、

そ
の
人
の
し
ょ
う
が
い
の
有
無
か
ら
先

入
観
に
と
ら
わ
れ
、
偏
見
や
差
別
が
生

ま
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
心
理
的
な
障
壁
と
言
え
る
で
し
ょ

う
。
こ
の
よ
う
に
、
し
ょ
う
が
い
の
あ

る
人
と
社
会
の
間
に
は
６
つ
の
障
壁
が

あ
り
ま
す
が
、
環
境
を
改
善
し
た
り
、

私
た
ち
の
心
掛
け
に
よ
っ
て
解
消
で
き

る
も
の
ば
か
り
で
す
。

◦
６
つ
の
障
壁
と
は

①
物
理
的
障
壁
＝
建
物
、
ト
イ
レ
な
ど

が
バ
リ
ア
フ
リ
ー
で
あ
る
か
。
②
心
の

障
壁
＝
私
た
ち
と
は
違
う
と
い
う
よ
う

な
考
え
を
し
て
い
な
い
か
。
③
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
障
壁
＝
接
し
方
が
分
か

ら
な
い
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る

こ
と
を
避
け
て
い
な
い
か
。
④
無
の
障

壁
＝
し
ょ
う
が
い
に
対
し
て
の
知
識
が

不
足
し
て
い
な
い
か
。
⑤
内
面
の
障
壁

＝
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
人
が
経
験
を
奪

わ
れ
た
り
自
信
を
な
く
し
た
り
し
て
い

な
い
か
。
⑥
制
度
の
障
壁
＝
し
ょ
う
が

い
を
理
由
に
し
て
資
格
、
入
学
、
就
職

等
に
お
い
て
不
当
な
扱
い
を
し
て
い
な

い
か
。

　

大
事
な
こ
と
は
、
し
ょ
う
が
い
に
つ

い
て
知
る
こ
と
で
す
。「
け
が
を
さ
せ
て

し
ま
う
の
で
は
」、「
接
し
方
が
わ
か
ら

な
い
」
と
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
す
る
こ
と

は
、
結
果
そ
の
人
の
社
会
参
加
の
機
会

を
奪
っ
て
し
ま
い
ま
す
し
、社
会
に
と
っ

て
も
大
き
な
損
失
で
す
。普
段
か
ら
し
ょ

う
が
い
者
の
存
在
を
意
識
し
、
同
じ
空

間
で
生
活
を
す
る
こ
と
は
と
て
も
大
切

で
す
。「
何
か
し
て
あ
げ
な
け
れ
ば
」
と

気
負
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
、
手
伝
っ

て
ほ
し
い
こ
と
は
な
い
か
気
軽
に
声
を

か
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。
大
学
で
も
、

さ
ま
ざ
ま
な
配
慮
を
行
い
、
誰
も
が
能

力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

一
人
一
人
違
う
こ
と
を
当
た
り
前
と
し
、

お
互
い
を
認
め
合
う
。
こ
れ
だ
け
で
、

と
も
に
生
き
る
社
会
を
目
指
す
と
わ
ざ

わ
ざ
言
わ
な
く
て
よ
い
社
会
に
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

と
も
に
生
き
る
社
会
を
め
ざ
し
て

　
平
成
28
年
４
月
、「
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
以

下
、
障
害
者
差
別
解
消
法
と
い
う
）」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
法
律
は
、
し
ょ
う
が

い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、
互
い
に
そ
の
人
ら
し
さ
を
認
め
合
い
な
が
ら
、
共
に
生
き
る

社
会
を
つ
く
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
今
月
は
、
８
月
に
行
わ
れ
た
人
権
セ
ミ
ナ
ー

八
女
で
の
講
演
内
容
（
演
題
＝
「
と
も
に
生
き
る
社
会
を
め
ざ
し
て
」
～
社
会
モ
デ
ル

の
意
味
と
合
理
的
配
慮
の
必
要
性
～
・
講
師
＝
熊
本
学
園
大
学 

堀 

正
嗣 

教
授
）
を
抜

粋
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

医
学
モ
デ
ル
と
社
会
モ
デ
ル

障
害
者
差
別
解
消
法
と
は

図１

図２

環
境
と
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
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順位 納得度 基本施策名（主な取り組み）

1 3.62 健康づくり・医療体制の充実
2 3.58 河川・森林等の整備／防災・消防体制の充実
3 3.51 子育て支援の充実
4 3.48 自然環境保全/地球温暖化防止/ごみ、し尿処理/公害防止対策
5 3.48 地域福祉の推進
6 3.48 しょうがい者福祉の充実
7 3.47 高齢者福祉の充実
8 3.44 学校教育の充実
9 3.43 防犯対策/交通安全対策/消費生活対策

10 3.42 農業振興
11 3.41 上水道整備/水の安定供給/下水道整備
12 3.35 情報通信基盤整備
13 3.33 道路・交通体系の整備
14 3.30 国民健康保険制度・介護保険制度の運営/生活困窮者支援
15 3.27 林業振興・水産業振興
16 3.24 住宅供給の推進
17 3.22 伝統産業の振興・企業誘致の推進
18 3.21 生涯学習の振興
19 3.19 健全な財政運営の推進
20 3.19 文化の振興
21 3.19 行政サービスの提供
22 3.18 景観保全/公園・緑地の整備
23 3.17 観光振興
24 3.16 スポーツの振興
25 3.13 国際化への対応/平和意識の高揚
26 3.05 商業の振興・商店街の活性化
27 3.01 人権尊重・男女共同参画社会の実現
28 3.01 市民と行政の協働・情報共有
29 2.99 人権・同和教育の推進
30 2.99 土地利用/市街地の整備
31 2.99 新産業創出
32 2.97 地域コミュニティづくり
33 2.90 広域行政の推進/都市間交流

【施策の納得度の 4段階評価】

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

市
で
は
「
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
通
じ
て
、
市
政
に
対
す
る
市
民

の
評
価
を
４
段
階
評
価
に
よ
り
「
納
得
度
」「
重
要
度
」
と
い
う
指

標
で
表
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
ニ
ー
ズ
や
施
策
に
対
す
る
評
価
を
今

後
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
活
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
企
画
政
策
課
企
画
政
策
係
（
☎
２
４・９
０
０
９
）

◦
調
査
地
域
＝
八
女
市
全
域

◦
調
査
対
象
＝
市
内
在
住
の
満
20
歳
以
上
の
人

◦
サ
ン
プ
ル
数
＝
２
５
０
０
人

◦
抽
出
方
法
＝
住
民
基

本
台
帳
か
ら
無
作
為

抽
出
法

◦
回
収
数
（
率
）
＝
８
６
２
人

（
34
・
５
％
）

◦
実
施
期
間
＝
平
成
30
年
4
月

　
「
市
の
取
り
組
み
に
対
す
る
総
合
的
な
納

得
度
」に
つ
い
て
の
４
段
階
評
価
の
平
均
は
、

３・０
５
（
前
年
度
３・０
４
）
で
、
前
年
度

よ
り
０・０
１
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
、
85
％
の

人
が
「
納
得
で
き
る
」「
ど
ち
ら
か
と
い
う

と
納
得
で
き
る
」
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

　

納
得
度
が
高
か
っ
た
施
策
は
、「
健
康
づ

く
り
・
医
療
体
制
の
充
実
（
３・６
２
ポ
イ

ン
ト
）」「
河
川
、
森
林
整
備
・
防
災
、
消

防
体
制
充
実
（
３・５
８
ポ
イ
ン
ト
）」「
子

育
て
支
援
の
充
実
が
（
３・
５
０
ポ
イ
ン

ト
）」
で
し
た
。
一
方
、
納
得
度
の
低
い
施

策
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
市
民
の
皆
さ

ん
が
納
得
で
き
る
よ
う
な
取
り
組
み
に
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
自
由
意
見
と
し
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
や
ご
要
望
を
多

数
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
声
を
真

摯
に
受
け
止
め
、
全
庁
お
よ
び
全
職
員
に

周
知
を
行
い
、
業
務
の
改
善
や
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
企
画
立
案
の
情
報
と
し
て
活
用
し
ま

す
。

　

ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
ご
要
望
に
対
し
て
、

行
政
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
同
様
に
地
域
や
住
民

の
皆
さ
ん
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
課
題

を
解
決
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ア
ン

ケ
ー
ト
の
実
施
の
是
非
に
つ
い
て
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

市
の
施
策
に
対
す
る
市
民
納
得
度
の
測
定

や
評
価
・
検
証
の
重
要
な
指
標
と
な
っ
て
お

り
、
今
後
も
続
け
て
い
く
予
定
で
す
。
今

後
も
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
の
詳
細
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
概
要

全
体
的
な
市
政
へ
の
納
得
度
は
３
・
０
５

業
務
改
善
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に

活
用
し
て
い
き
ま
す

重
要
度
・
納
得
度
と
も
に
第
１
位
は

「
健
康
づ
く
り
・

医
療
体
制
の
充
実
」

八女市の取り組みに対する総合納得度

どちらかと言えば
納得できる
66.8％

納得できる
18.2％

納得できない
1.0％

無回答など
2.0％

どちらかと
言えば納得
できない
11.7％



12　2018.10.1  広報八女

浦安の舞

土
橋
八
幡
宮
神
幸
行
事

　
10
月
17
日
に
土
橋
八
幡
宮

か
ら
稲
富
の
お
旅
所
に
神
幸

し
、
19
日
に
還
幸
し
ま
す
。

神
輿
に
は
神
楽
隊
や
獅
子
舞

な
ど
が
付
添
い
、
福
島
の
町

中
を
練
り
歩
き
ま
す
。

⃝

日
時
＝
▽
往
路
10
月
17
日

㈬
15
時
～
▽
復
路
10
月
19
日

㈮
15
時
～

⃝

場
所
＝
福
島
の
町
中

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
文
化
振
興

課
（
☎
２
３
・
１
９
８
２
）

提
灯
願
い
大
祭

　
猫
尾
城
２
代
目
城
主
・
黒
木

四
郎
の
等
身
大
で
作
ら
れ
た
と

い
う
「
木
造
聖
観
音
立
像
」（
県

指
定
有
形
文
化
財
）
を
祀
る
御

堂
へ
の
参
道
に
提
灯
を
提
げ
、

願
い
を
捧
げ
る
祭
り
で
す
。
提

灯
に
明
か
り
が
灯
る
夕
方
、
幻

想
的
な
雰
囲
気
を
求
め
多
く
の
見
物
客
が
訪
れ
ま
す
。
当

日
は
、
だ
ご
汁
の
振
る
舞
い
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

⃝
期
日
＝
10
月
7
日
㈰ 

朝
か
ら
夕
方
ご
ろ
ま
で

⃝
場
所
＝
黒
木
町
北
木
屋

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
文
化
振
興
課
（
☎
２
３
・
１
９
８
２
）

　
主
催
者
が
準
備
し
た
「
き
ん
ま
」

に
俵
４
０
０
㌔
㌘
（
レ
デ
ィ
ー
ス

の
部
は
２
０
０
㌔
㌘
）
を
載
せ
、

４
２
・
１
９
５
㍍
を
駆
け
抜
け
ま

す
。「
き
ん
ま
」
は
、「
木
馬
」
と

書
き
、
山
か
ら
木
材
を
搬
出
す
る

た
め
に
利
用
し
た
木
の
ソ
リ
で
す
。

こ
の
き
ん
ま
を
引
い
て
、
速
さ
や

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
競
い
ま
す
。

⃝

期
日
＝
11
月
11
日
㈰

⃝

応
募
資
格
＝
【
一
般
の
部
】
▽

中
学
生
以
上
で
１
チ
ー
ム
５
人
以

内
▽
男
女
割
合
の
制
限
な
し

【
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部
】
▽
中
学
生
以

上
の
女
性
５
人
以
内

⃝
優
勝
賞
金
＝
【
一
般
の
部
】
30

万
円
【
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部
】
10
万

円
※
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
賞
他
、
各

賞
あ
り
！

　
主
催
者
が
準
備
し
た
「
き
ん
ま
」

に
俵
（
小
学
校
４
年
生
以
下
の
部

は
80
㌔
㌘
、
小
学
校
６
年
生
以
下

の
部
は
１
２
０
㌔
㌘
）
を
載
せ
、

４
２
・
１
９
５
㍍
を
人
力
で
引
い

て
速
さ
を
競
い
ま
す
。

⃝

期
日
＝
11
月
10
日
㈯

⃝

応
募
資
格
＝
小
学
生
１
チ
ー
ム

３
人
以
内
（
男
女
割
合
制
限
な
し
）

⃝

優
勝
賞
品
＝
上
陽
牛
10
㌔
㌘

《
11
月
10
日
㈯
》

▽
和
太
鼓
「
童
衆
」
演
奏
▽
開
運

収
穫
も
ち
ま
き
大
会
▽
仮
面
ラ
イ

ダ
ー
ジ
オ
ウ
シ
ョ
ー
▽
ダ
ン
ス
ス

ク
ー
ル
・
ニ
ュ
ー
チ
ル
ド
レ
ン
ズ

《
11
月
11
日
㈰
》

▽
八
女
学
院
中
学
・
高
等
学
校

吹
奏
楽
部
演
奏
▽
全
日
本
き
ん
ま

選
手
権
大
会
ゲ
ス
ト
コ
メ
ン
テ
ー

タ
ー
は
当
日
の
お
楽
し
み
！

　
今
か
ら
約
６
百
年
前
の
南
北
朝
時

代
、
南
朝
の
再
興
を
願
い
な
が
ら
矢
部

の
地
で
ご
逝
去
さ
れ
た
後
征
西
将
軍
良

成
親
王
。
毎
年
親
王
の
命
日
に
当
た
る

10
月
８
日
に
御
墓
の
あ
る
大
杣
公
園
で

「
大
杣
公
園
祭
」
が
行
わ
れ
、
地
元
の
人

に
よ
る
公
卿
唄
や
浦
安
の
舞
等
が
奉
納

さ
れ
ま
す
。
会
場
は
駐
車
場
が
狭
い
の

で
、
当
日
は
矢
部
支
所
か
ら
送
迎
バ
ス

を
運
行
し
ま
す
。
参
列
さ
れ
る
人
は
送

迎
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

⃝

日
時
＝
10
月
８
日
㈷
10
時
～
※
送
迎

バ
ス
は
８
時
30
分
か
ら
、
矢
部
支
所
と

大
杣
公
園
の
間
を
随
時
運
行
し
ま
す
。

⃝

会
場
＝
大
杣
公
園
（
矢
部
村
御
側
）

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
矢
部
支
所
総
務
課
　

（
☎
４
７
・
３
１
１
１
）

市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

木
造
聖
観
音
立
像
を
祀
る

後
征
西
将
軍
良
成
親
王
を
偲
ぶ

大
杣
公
園
祭

10
月
の
イ
ベ
ン
ト

募
集全

日
本
き
ん
ま
選
手
権
大
会

ジ
ュ
ニ
ア
き
ん
ま
レ
ー
ス
も

出
場
チ
ー
ム
募
集
中
！

【
全
日
本
・
ジ
ュ
ニ
ア
共
通
】

⃝

会
場
＝
春
の
山
公
園

⃝

申
込
締
切
＝
10
月
15
日
㈪
必
着

⃝

申
込
＝
上
陽
支
所
建
設
経
済

課
（
☎
５
４
・
２
２
１
９
）

八
女
上
陽
ま
つ
り

「
き
ん
ま
選
手
権
大
会
」

出
場
チ
ー
ム
募
集
中
！

優勝賞金
30万円

★
八
女
上
陽
ま
つ
り
イ
ベ
ン
ト
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422

平成31 6
30

あなたの声を届けてください！
皆さんが日ごろ八女市に対して思っていることを、市長に届けてくだ
さい。将来の八女市づくりのため問題点は改善し、建設的な内容につ
いては実現に向けて努力してまいります。なお、市の事務と関係ない
ものについては回答しておりませんので、ご了承ください。
○市長室直通ファクスも市内からは無料でご利用いただけます。
　　０１２０・２４・４５５４（フリーダイヤル）

《回答が必要な方は、住所・氏名・電話番号の記入をお願いします。》

８３４ ８７９０八女局

　八女市成人式を次のとおり開催します。八
女市に住民登録がある対象者には、11 月下旬
に案内状をお届けします。もし案内状が届かな
い場合は、社会教育課にご連絡ください。住
民登録がない人でも成人式に参加できますが、
案内状が必要な人は社会教育課までご連絡く
ださい。
◦日時＝平成31年1月13日㈰10時30分～（開
場 10 時～）
◦会場＝おりなす八女ハーモニーホール
◦対象＝平成 10 年 4 月 2 日～平成 11 年 4 月
1日に生まれた人
◦問い合わせ＝社会教育課（☎２３・１３１８）

八女市成人式は１/13 ㈰

八女市では、福岡ソフトバンクホークスとの地
域包括連携協定に基づき、広報八女やホーム
ページ等でホークス情報を発信しています。

　世界最大のカルデラを有する
阿蘇の北縁にあって、黒川温泉
をはじめとした５つの温泉地や、
阿蘇五岳を望める「押戸石の丘」
などの景勝地に恵まれ、年間約

100万人の観光客が訪れる観光地です。あか牛やジャージー
牛に代表される畜産業が盛んで、470 ｍ～ 950 ｍの高い標
高に位置することから、きゅうり・ほうれんそう・大根といっ
た高冷地野菜の栽培も盛んです。

熊本県 南小国町

【イベント情報】
　毎年 10 月16 日に開催する「きよ
ら祭り」は全町民あげてのイベント
で、御神輿の市原御仮屋への巡幸に
あわせた豊穣祭として行われます。
バザー、吉原岩戸神楽の披露、カラオケ大会、抽選会など
で賑わいます。今年は星野村もブースを出店します。
◦開催日＝ 10 月16 日㈫ 10 時～ 16 時
◦場所＝南小国町立市原小学校グラウンド内
◦問い合わせ＝南小国町役場まちづくり課
　　（☎ 0967・42・1112）

シリーズ企画「美しい村探訪～九州・沖縄～」②
星野村は、「日本で最も美しい村」連合に加盟してい
ます。連合では、地域資源（景観・文化・環境）の
保護を通じ、美しい村のブランド価値を高め、農山村
の自立・発展を促す諸活動を推進しています。

キリトリセン

　福岡ソフトバンクホークスは、ホークス 2 軍を応
援する「2019 年度筑後ファンクラブ」会員を募集中
です。ファンクラブに入会すると、さまざまな会員
特典をお楽しみいただけます。さらに 11 月 25 日㈰
までに入会すると、早期入会特典として「2019 年ホー
クス 1 軍戦（ヤフオクドーム開催試合）」のペア招待
券をプレゼントします。ぜひ、筑後ファンクラブに
入会して、来シーズンも若鷹たちに熱いエールを送っ
てください。

《主な会員特典》選手サイン会や写真撮影会など特
別ファンサービスへの参加／タマスタ筑後での観戦
チケットやグッズ、球場グルメの会員割引販売
◦問い合わせ＝会員サポートセンター

（☎ 092・847・1189）

２０１９年度 
筑後ファンクラブ

会員受付中！
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　産
地の誇

りを持って

　八
女伝統本玉露を栽培 消費生活

そうだん
㊻

【
使
用
時
間
】

　

10
代
の
子
ど
も
た
ち
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
頻
繁
に
使
用
す
る
時
間
帯
は
、
帰

宅
後
か
ら
深
夜
２
時
で
、
睡
眠
時
間
を

超
え
る
場
合
も
あ
り
、
ネ
ッ
ト
依
存
な
ど

深
刻
な
状
況
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。

▼
対
策

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
使
用
の
時
間
帯
は
、

宿
題
や
手
伝
い
、
ま
た
睡
眠
な
ど
、
ネ
ッ

ト
よ
り
優
先
す
べ
き
こ
と
が
あ
る
こ
と
を

伝
え
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
携
帯
会
社
や
ア

プ
リ
で
起
動
回
数
や
ア
ク
セ
ス
す
る
時
間

帯
を
制
限
す
る
機
能
な
ど
を
使
っ
た
り
、

ベ
ッ
ド
近
く
に
ス
マ
ホ
を
置
い
た
り
し
な

い
な
ど
、
睡
眠
不
足
に
な
ら
な
い
よ
う
に

工
夫
し
ま
し
ょ
う
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
家
族
で

ル
ー
ル
を
つ
く
っ
て
楽
し
も
う

【
閲
覧
内
容
】

　

ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
だ
け
で
な
く
、
子
ど

も
で
も
簡
単
に
閲
覧
で
き
る
流
行
の
オ
ン

ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
や
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
に
も
、
時

に
は
過
激
な
内
容
が
あ
り
、
心
に
影
響
を

与
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

▼
対
策

　

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

て
閲
覧
を
制
限
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
何

の
た
め
に
制
限
す
る
の
か
、
身
を
守
る
た

め
の
ル
ー
ル
や
仕
組
み
を
理
解
で
き
る
よ

う
一
緒
に
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

【
発
信
内
容
】

　

安
易
に
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
投
稿
し
て

い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
対
策

　

リ
ベ
ン
ジ
ポ
ル
ノ
や
ス
ト
ー
カ
ー
、
窃

盗
被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
、
特
定
さ
れ

る
内
容
は
投
稿
し
な
い
な
ど
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
使

い
方
や
人
と
の
つ
な
が
り
な
ど
に
も
関
心

を
は
ら
い
ま
し
ょ
う
。

◦
消
費
生
活
相
談
・
問
い
合
わ
せ
＝
八

女
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　

平
日
８
時

30
分
～
16
時
30
分
（
☎
２
３・１
１
８
３
）

毎
週
水
曜
日
９
時
～
16
時
、
黒
木
支

所
で
出
張
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。（
☎

４
２・１
１
１
１
）

念
力
を
入
れ
て
大
暑
を
す
ご
し
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

松
延
み
さ
と

筑
後
川
狭
し
と
カ
ヌ
ー
競
ひ
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

井
上
ト
シ
子

風
来
る
と
収
穫
早
め
る
梨
畑

　
　
　
　
　
　
　
　
　   

牛
島 

景
子

尼
寺
へ
つ
づ
く
小
径
の
葛
匂
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　 

　  

堤 

多
鶴
子

赤
と
ん
ぼ
休
み
田
の
空
攪
拌
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
川
原
篤
子

炎
昼
に
木
陰
踏
み
嗚
呼
リ
ハ
ビ
リ
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

中
島 

正
美

八
女
紫
苑
句
会

家
も
子
も
失
く
せ
し
に
訊
く
梅
雨
テ
レ
ビ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

吉
泉 

守
峰 

ひ
ら
が
な
の
あ
さ
が
ほ
に
っ
き
い
ち
ね
ん
せ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

寺
田 

睦
子

万
縁
や
ず
し
り
と
重
き
子
を
抱
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　  

青
木 

早
弓

初
孫
の
彼
氏
浴
衣
の
似
合
ふ
奴
　
　
　
　

　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　  

野
﨑
万
智
子

蝉
時
雨
背
に
受
け
老
の
坂
を
行
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　   

　
松
尾
満
留
美

夏
草
や
廃
屋
呑
み
込
む
速
さ
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

松
尾
ア
サ
子

黒
木
町
く
す
の
実
句
会

14

ご意見記入欄　　　（八女市広報Ｈ 30.10）

キ
リ
ト
リ
セ
ン

キリトリセン

1.　広報紙またはホームページ（掲載可・掲載不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「掲載可」に○を付けられた
場合は、個人が特定されることがないよう個人情報の取り扱い
に十分注意し、広報紙または八女市ホームページに掲載する場
合があります。ご記入のない場合は掲載不可と判断します。
2.　情報公開　（公開可・公開不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「公開可」に○を付けられた
場合は、八女市情報公開条例の規定により公開請求があった場
合は公開の対象となるときがあります（個人情報を除く）。ご
記入のない場合は、公開不可と判断します。
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Yａｍｅｊｉｎ やめじん…八女で暮らす皆さんを紹介します

静岡の試験場で2年間学び、茶業を
継ぐ。茶畑１町8反のうち、伝統本玉
露は3反で栽培。「今の楽しみは孫
の成長」と相好を崩す。八女市消防
団副団長（星野支団長）として、地
域の安全安心にも日々奮闘中。

　
「
父
の
茶
園
を
継
い
で
30
年
。今
年

の
玉
露
は
ま
ず
ま
ず
の
で
き
と
思
っ
て

い
た
ら
、全
国
一
位（
農
林
水
産
大
臣

賞
）を
取
れ
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

生
葉
を
生
産
す
る
に
あ
た
り
指
導
い

た
だ
い
た
皆
さ
ま
、お
茶
を
摘
ん
で
い

た
だ
い
た
皆
さ
ま
、製
茶
し
て
い
た
だ

い
た
皆
さ
ま
に
感
謝
し
ま
す
。

　
八
女
伝
統
本
玉
露
は
、
自
然
仕
立

て
、わ
ら
資
材
の
棚
被
覆
、手
摘
み
と

手
間
暇
か
か
り
大
変
で
す
が
、
八
女

茶
の
リ
ー
ダ
ー
で
す
。玉
露
が
な
く
な

る
と
、八
女
は
た
だ
の
産
地
に
な
っ
て

し
ま
う
と
い
う
思
い
で
、生
産
者
は
み

ん
な
頑
張
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、行
政

か
ら
も
支
援
し
て
い
た
だ
き
助
か
っ
て

い
ま
す
。よ
い
お
茶
を
作
る
ポ
イ
ン
ト

は
、基
本
に
忠
実
で
あ
る
こ
と
。八
女

の
中
山
間
地
は
、
山
が
あ
り
川
が
あ

り
自
然
の
遮
光
が
あ
り
、
玉
露
の
生

産
に
最
も
適
し
た
土
地
で
す
。
生
産

者
の
頑
張
り
を
、
自
然
が
後
押
し
し

て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
私
が
小
学
生
の
こ
ろ
は
ど
こ
の
家
に

も
茶
畑
が
あ
り
、学
校
は
１
週
間
ほ
ど

お
茶
摘
み
休
み
が
あ
り
ま
し
た
。一
家

総
出
で
、に
ぎ
や
か
に
お
茶
を
摘
ん
で

い
ま
し
た
。今
で
は
お
茶
の
あ
る
家
が

少
な
く
な
り
、作
業
も
機
械
化
さ
れ

て
寂
し
い
気
が
し
ま
す
。し
か
し
、産

地
と
し
て
の
誇
り
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　
今
後
の
目
標
は
、
も
う
一
度
農
林

水
産
大
臣
賞
を
取
る
こ
と
。
父
は
全

国
で
二
度
農
林
水
産
大
臣
賞
を
取
っ

て
い
る
の
で
、そ
う
な
れ
ば
父
と
肩
を

並
べ
る
こ
と
が
で
き
る
気
が
し
ま
す
」

　産
地の誇

りを持って
平
成
30
年
度
全
国
茶
品
評
会
玉
露
日
本
一
　 

倉
住 

努
さ
ん
（
星
野
）
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　八
女伝統本玉露を栽培

自宅店舗でお茶を
販売。お店は主に妻
のとよ子さんが担当
されています。

10月の 
八女市立図書館（本館）☎22・2504
※本館の開館時間＝平日10時～20時
　　　　　　　　土日祝10時～18時

上陽分館 ☎54・3131
黒木分館 ☎42・0400
立花分館 ☎37・1522
※分館の開館時間＝9時～17時30分

矢部分館 ☎47・2258
星野分館 ☎52・3120

図書館だより

図書館の休館日
10月

ホームページ  www.library.yame.fukuoka.jp

✿10月の館内整理日は26日㈮✿

幼児～小学生の皆さん対象です♪

♥本館＝6 日、13日、20日
※いずれも土曜14時～
おはなしコーナー
♥黒木分館＝6日㈯10時30分～
おはなしコーナー

10月のおはなし会

10月のあかちゃんおはなし会

0～2歳くらいのお子さん対象です♪
♥本館＝7日㈰、20日㈯11時～
 2階研修室
♥黒木分館＝27日㈯10時30分～
　おはなしコーナー

《黒木分館の休館日》※火曜、祝･休日、館内整理日
2 ㈫、9 ㈫、16 ㈫、23 ㈫、26 ㈮、30 ㈫

《立花・上陽・矢部・星野分館の休館日》
※月曜、祝･休日、館内整理日
1㈪、8 ㈪、15 ㈪、22 ㈪、26 ㈮、29 ㈪

《本館の休館日》※月曜、館内整理日
1㈪、8 ㈪、15 ㈪、22 ㈪、26 ㈮、29 ㈪

秋の読書週間にちなんで、マナーアップ
キャンペーンやイベントを10月27日㈯～
11月11日㈰まで実施します。

楽しいおはなしや手あそびがあるよ。いつ
もとちょっぴり違った雰囲気を楽しんでね！
仮装しての参加もＯＫ。おはなし会の最後
には写真撮影ができるよ。
◦日時＝10月7日㈰・ 20日㈯11時～
◦場所＝図書館本館2階研修室

★日時＝10月27日㈯14時～（約１時間）
★会場＝八女文化会館
★出演＝なかよし文庫
※申込、参加費不要

八女に語り継がれる昔話を聞いてみませ
んか？いろんなおはなしがありますよ。
◦日時＝10月21日㈰14時～
◦場所＝八女文化会館2階研修室
◦受付＝10月3日㈬～
　図書館カウンターまたは電話で受付
◦定員＝45人
◦問い合わせ＝NPO法人まなびっと八媛

（八女市立図書館内）☎22・2504

秋の読書週間

平成 30 年度としょかんまつり

ハロウィンあかちゃんおはなし会

郷土の昔話おはなし会
「八女んはなしばきいていかんの」

ホッと一息  本と一息
2018・第 72 回読書週間
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
美
術
大
学S

ス
ク
ー
ル

chool o オ
ブf 

V

ビ
ジ
ュ
ア
ル

isual A

ア
ー
ツ

rts

（
Ｓ
Ｖ
Ａ
※
１
）
の
教
授
と
、
世
界

で
活
躍
す
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
５
人
が
、
10
月
5
日

か
ら
約
１
週
間
八
女
市
に
滞
在
し
、
八
女
伝
統

工
芸
の
素
材
と
技
術
に
触
れ
、
職
人
の
協
力
を

得
な
が
ら
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
試
作
品
（
新
商

品
デ
ザ
イ
ン
）
を
制
作
し
ま
す
。

　

試
作
品
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
持
ち
帰
ら
れ
、

M

モ

マ

oM
A

（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館
※
２
）

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
を
世
界
中
で
展
開
す

るM

モ

マ

oM
A W

ホ
ー
ル
セ
ー
ル

holesale

の
バ
イ
ヤ
ー
の
審
査

を
受
け
、
商
品
化
が
決
定
す
れ
ば
、「
Ｍメ

イ

ド

ａ
ｄ
ｅ 

ｉイ
ンｎ 

Ｙヤ

メ

Ａ
Ｍ
Ｅ
」
の
ロ
ゴ
を
付
け
て
全
世
界
の

M
oM

A

シ
ョ
ッ
プ
で
販
売
さ
れ
ま
す
。
こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
八
女
の
伝

統
工
芸
を
世
界
に
情
報
発
信
し
、
そ
の
ブ
ラ
ン

ド
力
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

期
間
中
は
、
八
女
伝
統
工
芸
館
や
横
町
町

家
交
流
館
、
旧
八
女
郡
役
所
な
ど
、
福
島
地

区
周
辺
で
デ
ザ
イ
ナ
ー
た
ち
を
見
か
け
る
こ
と

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
時
は
お
気
軽
に
声

を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
▽
商
工
・
企
業
誘
致
課
商
工

振
興
係
（
☎
２
３
・
１
１
８
９
）
▽
観
光
振
興

課
都
市
交
流
係
（
☎
２
２
・
８
０
３
３
）

　

第
35
回
伝
統
的
工
芸
品
月
間
国
民

会
議
全
国
大
会
が
11
月
１
日
㈭
か
ら

４
日
㈰
ま
で
福
岡
市
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
開
催
に
あ
た
り
、
産
地
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
八
女
の
伝
統
工
芸
品
を
一
堂

に
集
め
て
展
示
販
売
を
行
う
こ
と
で

匠
の
技
を
全
国
に
発
信
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
10
月
27
日
㈯
～
11
月
25
日

㈰
９
時
～
17
時
（
月
曜
休
館
）

◦
場
所
＝
八
女
伝
統
工
芸
館

◦
期
間
中
の
特
別
イ
ベ
ン
ト
（
入
場

料
無
料
）
＝
①
バ
ン
ブ
ー
ギ
タ
ー
演

奏
会
10
月
20
日
㈯
14
時
～ 

②
山
本

源
太
講
演
会
10
月
28
日
㈰
14
時
～ 

③
山
本
壬
子
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
フ
ラ
メ
ン

カ
11
月
25
日
㈰
14
時
～

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
館
（
☎
２
２
・
３

１
３
１
）

　

国
指
定
伝
統
的
工
芸
品
八
女
福
島

仏
壇
の
展
示
会
で
す
。
歴
史
に
裏
打

ち
さ
れ
た
匠
の
技
に
よ
る
八
女
福
島

仏
壇
。
厳
選
さ
れ
た
各
社
自
慢
の
作

品
が
勢
揃
い
し
ま
す
。
会
期
中
、
仏

壇
相
談
コ
ー
ナ
ー
や
各
種
イ
ベ
ン
ト

も
行
い
ま
す
。
入
場
料
無
料
。

◦
日
時
＝
10
月
27
日
㈯
～
11
月
11
日

㈰
、
９
時
～
17
時
、
最
終
日
16
時
ま

で
（
月
曜
日
休
館
）

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
伝
統

工
芸
館
（
☎
２
２
・
３
１
３
１
）

　

各
家
庭
で
役
目
を
終
え
た
仏
壇
、

仏
具
を
供
養
・
処
分
し
ま
す
。
な
お
、

原
則
持
ち
込
み
で
、
事
前
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。

◦
日
時
＝
10
月
27
日
㈯
10
時
～

◦
場
所
＝
八
女
伝
統
工
芸
館
敷
地
内

八
女
福
島
仏
壇
記
念
碑
前

※
雨
天
時
八
女
伝
統
工
芸
館
講
義
室

◦
供
養
料
＝
①
仏
壇
１
万
円
～

②
仏
具
・
小
物
３
千
円
～

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
福
島
仏
壇
仏

具
協
同
組
合
（
☎
２
４
・
３
９
４
１
）

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
美
術
大
学
と
八
女
伝
統
工
芸
が
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
「
Ｍ
ａ
ｄ
ｅ 

ｉ
ｎ 

Ｙ
Ａ
Ｍ
Ｅ
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

匠
の
技
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
特
別
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
ま
す

八
女
の
伝
統
工
芸
を
世
界
に
発
信

八
女
の
伝
統
工
芸
品
大
展
示
・
販
売
会

八
女
福
島
仏
壇
フ
ェ
ア

仏
壇
供
養
祭

各
社
自
慢
の
匠
の
技
が
勢
揃

い
し
ま
す

役
目
を
終
え
た
仏
壇
に
感
謝

を
込
め
て

※１School of Visual Art
（ＳＶＡ）
1947 年にニューヨーク市に創
立された美術大学。通称 SVA
と称される。ニューヨークの
ポップカルチャー隆盛の一端を
担ってきた。21の学科があり、
5,000 人もの生徒が通う人気
校。2016 年には US ニュース
が選ぶ人気大学 100 でファイ
ンアート部門 20 位を獲得した。

※２MoMA
（ニューヨーク近代美術館）
アメリカ合衆国ニューヨーク市
にある近現代美術専門の美術
館。英文館名の頭文字をとって

「MoMA（モマ）」と呼ばれて親
しまれている。20 世紀以降の現
代美術の発展と普及に多大な貢
献をし、10 万点以上の所蔵品
を誇る。近現代美術の殿堂とし
て全世界に知られている。
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詳しくは福岡県ＨＰを
ご覧ください。

　

浄
化
槽
は
微
生
物
の
働
き
を
利
用

し
て
、
ト
イ
レ
や
台
所
、
風
呂
な
ど
の

生
活
排
水
を
き
れ
い
に
す
る
装
置
で
、

水
環
境
の
保
全
に
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
。

【
浄
化
槽
の
利
点
】

▽
水
洗
化
に
よ
り
快
適
な
生
活
が
送

れ
ま
す
。

▽
生
活
排
水
の
汚
れ
が
10
分
の
１
に

減
り
ま
す
。

▽
き
れ
い
な
水
な
の
で
、
安
心
し
て

流
せ
ま
す
。

▽
周
り
の
水
環
境
を
良
く
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

▽
乗
用
車
１
台
分
の
場
所
が
あ
れ
ば

設
置
で
き
ま
す
。

▽
設
置
工
事
は
約
１
週
間
程
度
で
す
。

【
浄
化
槽
設
置
補
助
制
度
】

　

建
物
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
残
し

た
状
態
で
、
単
独
処
理
浄
化
槽
お
よ

び
汲
み
取
り
便
所
か
ら
浄
化
槽
に
換

え
る
場
合
は
、
左
上
表
の
補
助
金
限

度
額
に
10
万
円
を
加
算
し
ま
す
。
10

万
円
の
加
算
は
平
成
31
年
度
ま
で
の

予
定
で
す
。
補
助
金
の
交
付
は
、
予

算
の
範
囲
内
で
行
い
ま
す
。

※
単
独
処
理
浄
化
槽
と
は
、
し
尿
の

み
を
処
理
す
る
浄
化
槽
で
す
。

【
補
助
対
象
と
な
る
地
域
】

　

下
水
道
処
理
区
域
（
認
可
区
域
も

含
む
）
お
よ
び
農
業
集
落
排
水
処
理

区
域
以
外
の
地
域
。

【
補
助
要
件
】

▽
浄
化
槽
の
設
置
者
が
居
住
用
の
専

用
住
宅
ま
た
は
併
用
住
宅
に
設
置
さ

れ
る
浄
化
槽
で
あ
る
こ
と
。

▽
併
用
住
宅
の
場
合
は
、
延
べ
床
面

積
の
２
分
の
１
以
上
を
居
住
用
に
す

る
建
物
で
あ
る
こ
と
。

▽
設
置
者
ま
た
は
そ
の
同
居
親
族
に

市
税
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

◦
平
成
30
年
度
の
補
助
金
申
請
受
付

＝
12
月
28
日
㈮
ま
で

◦
問
い
合
わ
せ
＝
上
下
水
道
局
下
水

道
総
務
係
（
☎
２
３
・
１
１
４
８
）

10
月
１
日
は
、「
浄
化
槽
の
日
」

「
浄
化
槽
で
守
ろ
う
僕
た
ち
の
水
環
境
、
浄
化
槽
で
考
え
よ
う

私
た
ち
の
未
来
」（
平
成
30
年
度
「
浄
化
槽
の
日
」
標
語
最
優
秀
作
品
）

　

近
年
、
八
女
市
で
重
油
や
灯
油
等
の
油
が
河

川
や
水
路
へ
流
出
す
る
事
故
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
特
に
冬
期
は
農
業
用
施
設
等
に
お
い
て
油

類
の
利
用
が
増
え
る
た
め
、
こ
の
傾
向
が
顕
著

で
す
。
油
流
出
事
故
が
発
生
す
る
と
周
辺
の
環

境
や
生
態
系
に
悪
影
響
を
与
え
る
ば
か
り
で
は

な
く
、
上
水
道
の
取
水
停
止
や
農
業
・
漁
業
被

害
に
つ
な
が
る
危
険
性
も
あ
り
、
油
流
出
事
故

の
原
因
者
は
高
額
の
処
理
費
用
を
負
担
し
、
場

合
に
よ
っ
て
は
損
害
賠
償
を
要
求
さ
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

油
流
出
事
故
を
防
止
す
る
に
は

　

油
流
出
事
故
の
発
生
の
多
く
が
設
備
の
点
検・

維
持
管
理
の
不
備
や
操
作
時
の
人
為
的
ミ
ス
が

原
因
で
す
。
タ
ン
ク
や
配
管
等
に
異
常
が
な
い
か

普
段
か
ら
点
検
確
認
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

油
事
故
が
発
生
し
た
場
合
は
次
に
連
絡
を

▽
八
女
消
防
本
部
（
☎
２
４
・
０
１
１
９
）

▽
南
筑
後
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
（
☎
２
２
・

６
９
６
４
）

▽
八
女
市
環
境
課
（
☎
２
３
・
１
４
６
２
）
ま

た
は
各
支
所

　

自
転
車
は
通
勤
・
通
学
や
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
、

日
常
生
活
に
密
着
し
た
環
境
に
優
し
い
乗
り
物

と
し
て
多
く
の
人
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
自
転
車
が
加
害
者
と
な
る
対
歩

行
者
事
故
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
自
転
車
利

用
者
の
交
通
ル
ー
ル
違
反
や
マ
ナ
ー
の
悪
さ
が

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

自
転
車
の
安
全
な
利
用
と
自
転
車
事
故
の

防
止
を
図
る
た
め
、
平
成
29
年
４
月
１
日
（
１

部
10
月
１
日
）
か
ら
「
福
岡
県
自
転
車
の
安
全

で
適
正
な
利
用
の
促
進
に
関
す
る
条
例
」（
福

岡
県
自
転
車
条
例
）
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
交

通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り
自
転
車
を
安
全
に

利
用
す
る
と
と
も
に
、
万
一
に
備
え
自
転
車
損

害
賠
償
保
険
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

▽
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯
し
ま
し
ょ
う
。

▽
飲
酒
運
転
は
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

▽
運
転
中
の
傘
差
し
、
携
帯
電
話
の
使
用
禁
止

▽
子
ど
も
や
高
齢
者
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し

ま
し
ょ
う
。

八
女
市
で
事
故
多
発
！  

油
流
出
事
故
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

自
転
車
は
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
運
転
し
ま
し
ょ
う

自
転
車
が
加
害
者
と
な
る
対
歩
行
者
事
故
が
増
加
傾
向
で
す

5人槽 延 べ 床 面 積 が
130㎡以下 415,000 円

7人槽 延 べ 床 面 積 が
130㎡を超える 517,000 円

10人
槽

台所および浴室
が 2 か所以上 685,000 円

▽補助金限度額
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福
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被

保
険
者
を
対
象
に
生
活
習
慣
病
の
発
症

や
重
症
化
の
予
防
等
を
目
的
と
し
た
健

康
診
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
平
成
30

年
度
の
受
診
期
限
は
平
成
31
年
３
月
31

日
で
す
。
ま
だ
受
診
し
て
い
な
い
人
は

早
め
に
予
約
の
上
、
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。実
施
医
療
機
関
は
次
の
と
お
り
で
す
。

受
診
の
と
き
は
、「
被
保
険
者
証
（
保
険

証
）」
と
広
域
連
合
が
郵
送
し
た
「
受
診

票
」、
自
己
負
担
金
５
０
０
円
が
必
要
で

す
。
４
月
下
旬
か
ら
５
月
初
旬
に
受
診
票

を
送
付
し
て
い
ま
す
が
、
受
診
票
が
見
あ

た
ら
な
い
場
合
は
再
発
行
し
ま
す
の
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
※
生
活
習
慣
病

（
糖
尿
病
や
高
血
圧
症
な
ど
）
で
治
療
中

の
人
は
受
診
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
お
問
い
合
わ
せ
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
２
６
５
１・３
１
１
１
）

実施機関名 所在地 電話番号

黒岩外科医院 本町 23・2858

大内医院 酒井田 24・1398

山田医院 本町 23・4853

麻生医院 宅間田 23・5800

東医院 本町 23・5212

下津浦医院 津江 22・2564

藤本産婦人科小児科 本町 23・2733

井上クリニック 本町 30・2020

後藤内科医院 上陽町 54・2221

吉山クリニック 稲富 30・2200

みやざき内科 立花町 37・0008

矢部診療所 矢部村 47・2700

山口医院 星野村 52・3131

辺春診療所 立花町 36・0010

今村循環器内科 黒木町 33・2115

冨田医院 黒木町 42・0173

よしだ胃腸内科クリニック 室岡 23・3806

八媛病院 本 22・4176

公立八女総合病院 高塚 23・4131

柳病院 吉田 23・2176

草場内科循環器科医院 納楚 23・5171

川﨑病院 津江 23・3005

八女リハビリ病院 吉田 23・7272

戸次循環器科内科医院 馬場 22・3100

池田レディスクリニック 本村 23・5555

江上内科クリニック 本町 24・0113

城戸医院 鵜池 23・5303

ごんどう内科クリニック 山内 23・3010

なかしま胃腸科 蒲原 25・6200

中野内科循環器科 吉田 25・3010

富田クリニック 蒲原 24・4810

しばた医院 上陽町 33・7373

クリニックくろぎ 黒木町 42・0887

中村内科医院 立花町 37・1601

岡村医院 立花町 23・2770

林医院 立花町 23・5557

中島医院 黒木町 42・0235

年に一度は健康診査を受けましょう

　

市
で
は
、
市
民
と
の
協
働
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、
市
民
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
か
ら

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
事
業
の
提

案
を
募
集
し
ま
す
。

　

選
考
会
議
で
の
審
査
の
上
、
提

案
を
採
択
さ
れ
た
団
体
に
対
し

て
、
事
業
に
要
す
る
経
費
と
し
て

予
算
の
範
囲
内
で
50
万
円
を
上
限

に
助
成
し
ま
す
。

◦
基
本
テ
ー
マ
＝
地
域
の
特
性
と

魅
力
を
活
か
し
、
協
働
で
活
力
を

生
み
出
す
ま
ち
づ
く
り

◦
対
象
団
体
＝

①
八
女
市
内
で
ま
ち
づ
く
り
に
関

す
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
（
ま
た

は
行
お
う
と
す
る
）
５
人
以
上
の

団
体
。

②
大
学
等
の
５
人
以
上
の
研
究
グ

ル
ー
プ
※
い
ず
れ
も
八
女
市
民
で

あ
る
こ
と
を
問
い
ま
せ
ん
。

◦
対
象
事
業
＝
八
女
市
内
で
行
う

基
本
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
実
践
活
動

や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等

◦
対
象
経
費
＝
会
議
費
、印
刷
費
、

会
場
使
用
料
、
講
師
謝
金
等
。
た

だ
し
、
食
糧
費
、
工
事
費
、
備
品

購
入
費
等
は
助
成
対
象
外
で
す
。

◦
事
業
説
明
会
＝
11
月
１
日
㈭
19

時
～
、
お
り
な
す
八
女
交
流
室
Ｂ

※
必
ず
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◦
募
集
期
間
＝
11
月
13
日
㈫
～
12

月
12
日
㈬

※
事
前
の
ご
相
談
、
早
め
の
ご
提

出
を
お
願
い
し
ま
す
。

◦
活
動
期
間
＝
平
成
31
年
４
月
～

平
成
32
年
３
月

◦
募
集
様
式
＝
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、
市
役

所
地
域
振
興
課
お
よ
び
各
支
所
総

務
課
に
準
備
し
て
い
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
地
域
振
興
課
地

域
づ
く
り
推
進
係
（
☎
２
３
・
１

２
２
４
）

最
高
50
万
円
を
助
成
し
ま
す

福岡県後期高齢者医療制度の被保険者の皆さん

平
成
31
年
度 「
市
民
と
の
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
提
案
事
業
」
募
集

八女上陽の「ひふみよ橋」を守る会
石橋の清掃作業の様子

八女市健康
ポイント
事業対象
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認
知
症
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。
お
友
だ
ち
を
お
誘
い
の

う
え
多
く
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。
参

加
費
無
料
。

◦
対
象
＝
65
歳
以
上
の
八
女
市

民
で
認
知
症
予
防
に
関
心
の
あ
る

人
。
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

◦
日
時
＝
10
月
16
日
㈫
14
時
～

15
時
30
分

◦
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
は
ち
ひ

め
ホ
ー
ル

◦
内
容
＝
テ
ー
マ
「
口
腔
ケ
ア
を

身
に
つ
け
て
認
知
症
を
予
防
し
よ

う
」
／
講
師 

歯
科
衛
生
士 

内
藤

真
理
子
さ
ん

◦
申
込
＝
株
式
会
社 

リ
セ
ス

（
☎
０
９
４
２
・
５
２
・
４
８
８
７
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
介
護
長
寿
課
高

齢
者
支
援
係（
☎
２
３・１
３
０
８
）

※
八
女
市
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
の

対
象
に
な
り
ま
す
。
今
年
度
初
め

て
参
加
さ
れ
る
人
は
、
当
日
ポ
イ

ン
ト
カ
ー
ド
を
持
参
く
だ
さ
い
。

　

誰
か
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
。
あ
な
た
の
意
思

で
救
え
る
命
が
あ
り
ま
す
。
臓
器
提
供
へ
の
あ
な

た
の
意
思
は
、
臓
器
提
供
意
思
表
示
カ
ー
ド
や
運

転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
の
意
思
表
示
欄
へ
の
記

載
で
示
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

家
族
や
大
切
な
人
と「
移
植
」の
こ
と
、「い
の
ち
」

の
こ
と
を
話
し
合
い
、
臓
器
提
供
に
つ
い
て
意
思

を
示
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

◦
臓
器
移
植
、
意
思
表
示
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

＝
▽
（
公
社
）
日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
（
☎
０
１
２
０
・
７
８
・
１
０
６

９
▽
（
公
財
）
福
岡
県
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
９
２
・
４
３
２
・
５
５
７
７
）

　

八
女
市
で
は
、
ド
ナ
ー
登
録
の
拡
大
と
移
植
医

療
を
推
進
す
る
た
め
、（
公
財
）
日
本
骨
髄
バ
ン
ク

が
行
う
骨
髄
・
末
梢
血
幹
細
胞
提
供
あ
っ
せ
ん
事

業
に
お
い
て
骨
髄
・
末
梢
血
幹
細
胞
を
提
供
し
た

人
に
対
し
今
年
度
か
ら
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

◦
助
成
金
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課

（
☎
２
３
・
１
２
０
１
）

　

10
月
1
日
か
ら
11
月
30
日
ま
で
の
2
か
月
間

は
、
麻
薬
・
覚
醒
剤
乱
用
防
止
月
間
で
す
。
麻

薬
、
覚
醒
剤
、
大
麻
、
シ
ン
ナ
ー
お
よ
び
危
険
ド

ラ
ッ
グ
等
の
乱
用
は
、
乱
用
者
個
人
の
心
身
を
む

し
ば
む
ば
か
り
で
な
く
、
各
種
犯
罪
の
誘
因
に
な

る
な
ど
周
り
の
人
の
社
会
生
活
に
著
し
い
弊
害
を

及
ぼ
し
ま
す
。
近
年
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
中

心
と
し
た
誤
っ
た
情
報
の
流
布
等
も
一
因
と
な
り
、

大
麻
事
犯
検
挙
人
員
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

特
に
30
歳
未
満
の
大
麻
事
犯
検
挙
人
員
は
、
大

麻
事
犯
全
体
の
約
半
数
を
占
め
て
お
り
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
薬
物
乱
用
問
題
に
対
す
る
認
識

を
高
め
、
薬
物
乱
用
を
絶
対
に
許
さ
な
い
社
会
環

境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

◦
日
時
＝
10
月
20
日
㈯
10
時
～
16
時

◦
場
所
＝
エ
ル
ガ
ー
ラ
・
パ
サ
ー
ジ
ュ
広
場
（
福

岡
市
中
央
区
大
丸
福
岡
天
神
店
１
階
）

◦
内
容
＝
ブ
ー
ス
イ
ベ
ン
ト（
体
成
分・分
析
体
験
、

お
薬
相
談
、禁
煙
相
談
、肺
年
齢
測
定
、栄
養
相
談
、

介
護
相
談
等
の
ブ
ー
ス
設
置
）

◦
主
催
＝
福
岡
県
、
福
岡
県
薬
業
団
体
連
合
会

い
の
ち
へ
の
優
し
さ
と
思
い
や
り

薬
物
乱
用
は
「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」

く
す
り
と
健
康
フ
ェ
ア
２
０
１
８

認
知
症
予
防
に
つ
い
て
学
び
ま
せ
ん
か
？

10
月
は
臓
器
移
植
普
及
推
進
月
間
で
す

南
筑
後
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

第
３
回
げ
ん
き
脳
講
座

問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県
南
筑
後
保
健
福
祉
環

境
事
務
所
総
務
企
画
課
企
画
指
導
係　

（
☎
０
９
４
４
・
７
２
・
２
１
１
１
）

　平成 28 年 4 月1日、福岡県南部を管轄する 8

消防本部（久留米広域、大牟田市、柳川市、八女、

筑後市、大川市、甘木・朝倉およびみやま市消防

本部）が共同で、筑後地域消防指令センターの運

用を開始しました。筑後地域消防指令センターは、

福岡県南部に位置する各市町村からの119 番通報

を一括して受信し、各消防署へ出動指令を行って

います。住所は、『市町村名』から、慌てず、落ち

着いて、正確に伝えてください。

◦筑後地域消防指令センター（久留米市山川沓

形町）／Shttp://www.center-chikugo119.jp/

◦八女市内の火災問い合わせ＝☎ 0180・999・834

筑後地域消防指令センター

119 番通報は
市町村名から
はっきりと！

八女市健康
ポイント
事業対象
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ま
ち
の
わ
だ
い  　

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

文集や写真を手に「懐かしい」と大喜びでした

　
平
田
町
内
ラ
ジ
オ
体
操
愛
好
会
が
ラ
ジ
オ
体
操

優
良
団
体
と
し
て
表
彰
さ
れ
、
９
月
11
日
㈫
市
長

へ
受
賞
報
告
を
し
ま
し
た
。
こ
の
賞
は
ラ
ジ
オ
体

操
の
普
及
奨
励
に
寄
与
し
た
個
人
や
団
体
に
贈
ら

れ
る
も
の
で
す
。
同
愛
好
会
は
小
学
生
の
夏
休
み

ラ
ジ
オ
体
操
を
地
域
の
取
り
組
み
と
し
て
３
年
前

か
ら
継
続
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
毎
朝
平
均
17

人
～
18
人
が
参
加
し
、
夏
休
み
に
は
子
ど
も
た
ち

50
人
も
加
わ
り
、
健
康
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
づ

く
り
に
励
ん
で
い
ま
す
。
三
田
村
市
長
は
「
地
域

の
絆
が
求
め
ら
れ
る
時
代
で
す
。
継
続
は
力
な
り
。

こ
れ
か
ら
も
、
健
康
と
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

　
黒
木
町
の
無
田
行
政
区
で
９
月
９
日
㈰
、

15
年
前
の
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
が
掘
り
起
こ
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
平
成
15
年
度
の
黒
木
町

夢
づ
く
り
事
業
で
行
わ
れ
た
も
の
で
、
整
備

し
た
公
民
館
敷
地
内
の
花
壇
に
埋
め
ら
れ
ま

し
た
。
発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル
で
手
作
り
し
た
カ

プ
セ
ル
に
は
、
１
０
０
人
余
り
の
住
民
の
そ

れ
ぞ
れ
の
想
い
や
願
い
を
書
い
た
文
集
や
写

真
が
入
れ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
カ
プ
セ
ル
か

ら
出
て
き
た
15
年
後
の
自
分
に
宛
て
た
手
紙

な
ど
を
手
に
取
っ
て
、
み
ん
な
感
激
の
様
子

で
し
た
。
区
長
の
橋
本
唯
男
さ
ん
は
「
手
作

り
の
カ
プ
セ
ル
な
の
で
心
配
で
し
た
が
、
ほ

と
ん
ど
残
っ
て
い
て
安
心
し
ま
し
た
。
み
ん

な
大
喜
び
で
、
次
も
し
よ
う
と
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
八
女
文
化
講
演
会
（
八
女
市
文
化
連
盟
連

合
会
主
催
）
が
９
月
２
日
㈰
、
お
り
な
す
八

女
で
あ
り
ま
し
た
。
今
回
は
『
原
爆
の
火
と

山
本
達
雄
』
～
「
錠
光
窯
」
山
本
拓
道
父
を

語
る
～
と
題
し
て
、
達
雄
さ
ん
の
次
男
で
陶

芸
家
の
山
本
拓
道
さ
ん
の
講
演
で
し
た
。
今

年
は
、
原
爆
の
火
が
山
本
家
か
ら
星
野
村
に

託
さ
れ
て
50
年
の
節
目
の
年
と
な
り
ま
す
。

「
山
本
家
が
23
年
間
自
宅
で
灯
し
続
け
た
原

爆
の
火
は
、
今
や
全
国
に
分
火
・
採
火
さ
れ

て
い
っ
て
、
各
地
で
平
和
を
伝
え
る
火
に
な
っ

て
い
ま
す
。
父
の
最
後
の
言
葉
は
『
人
間
同

士
が
殺
し
合
う
よ
う
な
お
ろ
か
な
こ
と
は
、

も
う
そ
ろ
そ
ろ
や
め
に
ゃ
い
か
ん
』。
原
爆
の

火
を
八
女
市
民
全
体
の
火
と
し
て
、
平
和
へ

の
ア
ピ
ー
ル
を
し
て
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」

拓
道
さ
ん
の
語
り
に
み
ん
な
真
剣
に
耳
を
傾

け
て
い
ま
し
た
。「
達
雄
さ
ん
の
苦
し
み
や
思

い
を
知
り
、
原
爆
の
火
を
伝
え
て
い
く
こ
と
の

大
切
さ
を
改
め
て
思
い
ま
し
た
」
と
参
加
者

は
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
八
女
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
ク
ラ
ブ
を
指
導
し

て
い
る
樋
口
将
孝
さ
ん
（
筑
後
市
）
が

安
藤
百
福
記
念
章
を
受
章
し
９
月
11
日

㈫
、
市
長
に
報
告
し
ま
し
た
。
こ
の
章
は

各
都
道
府
県
か
ら
選
出
さ
れ
た
、
少
年

少
女
の
陸
上
競
技
指
導
者
に
贈
ら
れ
る

も
の
で
す
。
樋
口
さ
ん
は
平
成
13
年
岡

山
走
ろ
う
会
（
平
成
22
年
八
女
ジ
ュ
ニ
ア

陸
上
ク
ラ
ブ
に
名
称
変
更
）
の
コ
ー
チ
に

就
任
後
、
18
年
に
わ
た
り
指
導
を
し
て

い
ま
す
。
三
田
村
市
長
は
「
ス
ポ
ー
ツ
は

人
間
形
成
の
面
か
ら
も
大
切
で
、
市
も

全
国
大
会
に
出
場
す
る
際
に
ス
ポ
ー
ツ

振
興
基
金
か
ら
助
成
す
る
な
ど
応
援
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
」
と
受
章
を
た
た
え
ま
し
た
。

な
つ
か
し
い
思
い
出
が
ぞ
く
ぞ
く

陸
上
指
導
18
年
、
安
藤
百
福
記
念
章
を
受
章

ラ
ジ
オ
体
操
で
健
康
と
地
域
の
絆
を

人
間
同
士
が
殺
し
合
う
お
ろ
か
な

こ
と
は
、
も
う
止
め
に
ゃ
い
か
ん

20
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「お茶の香りがする！」お茶もみ体験する生徒たち

団体戦で優勝した三河少年剣道クラブＡ

フライパンで茶葉を炒りました

水出し玉露おいしいね

　
第
53
回
矢
部
川
源
流
少
年
剣
道
大

会
が
８
月
26
日
㈰
、
矢
部
体
育
館
で
あ

り
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

【
団
体
戦
】
▼
小
学
生
の
部
の
み 

①
三

河
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ
Ａ 

②
黒
木
西
道
場

【
個
人
戦
】
▼
小
学
３
年
生
以
下
の
部 

①
宇
戸
田
虎
二
郎
（
自
習
会
）
②
吉

原
愛
騎
（
黒
木
西
道
場
）
▼
小
学
４

年
生
の
部 

①
眞
崎
颯
（
大
溝
少
年
剣

道
会
）
②
木
下
慶
士
郎
（
八
女
少
年

剣
道
ク
ラ
ブ
）
▼
小
学
５
年
生
の
部 

①
藤
井
大
河
（
大
渕
道
場
）
②
中
島

蒼
葵
（
三
河
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ
）
▼
小

学
６
年
生
の
部 

①
内
藤
駿
（
黒
木
西

道
場
）
②
古
賀
愛
土
（
大
莞
少
年
剣

道
会
）
▼
中
学
生
男
子
の
部 

①
水
町

海
郁
（
古
川
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

②
吉
田
将
梧
（
黒
木
道
場
）
▼
中
学

生
女
子
の
部 

①
中
島
瑞
葵
（
三
河
少

年
剣
道
ク
ラ
ブ
）
②
坂
田
梨
湖
（
古

川
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

　「
地
域
の
産
業
を
理
解
し
よ
う
」
と
９
月
11

日
㈫
、
県
立
輝
翔
館
中
等
教
育
学
校
３
年
生

１
１
５
人
は
３
班
に
分
か
れ
て
、
八
女
伝
統
工

芸
館
・
八
女
中
央
大
茶
園
・
お
茶
の
里
記
念

館
を
訪
れ
、
お
茶
作
り
や
手
す
き
和
紙
づ
く

り
な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
お
茶
の
里
記
念
館
で
は
水
出
し
玉
露
を
試

飲
し
、
Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か
八
女
の
職
員
か
ら
八
女

茶
の
歴
史
や
お
茶
の
効
能
な
ど
を
学
び
ま
し

た
。
そ
の
あ
と
、
手
も
み
茶
づ
く
り
を
体
験
し

ま
し
た
。
熱
し
た
フ
ラ
イ
パ
ン
で
生
葉
を
炒
り
、

手
で
も
ん
で
水
分
を
と
ば
し
、
ま
た
再
び
フ
ラ

イ
パ
ン
で
炒
る
作
業
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。
同

校
に
は
、
市
外
か
ら
の
生
徒
も
多
く
学
ん
で
い

ま
す
。「
お
茶
が
手
間
暇
か
け
て
作
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
八
女
の
文
化
に
ふ

れ
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
」「
見
て
、さ
わ
っ

た
こ
と
に
よ
っ
て
、
深
く
歴
史
を
感
じ
ま
し
た
」

な
ど
と
生
徒
た
ち
は
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
市
内
各
公
民
館
で
は
、
中
学

生
・
高
校
生
が
さ
ま
ざ
ま
な
体

験
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

通
じ
て
学
び
あ
う
中
高
生
講
座

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
八
女
ユ
ー
ス
・
リ
ー

ダ
ー
講
座
と
黒
木
中
高
生
講
座

で
８
月
25
日
㈯
、
ゆ
め
タ
ウ
ン
八

女
（
16
人
参
加
）
と
黒
木
ア
ス

タ
ラ
ビ
ス
タ
（
５
人
参
加
）
で
24

時
間
テ
レ
ビ
の
募
金
活
動
を
行

い
ま
し
た
。
参
加
し
た
講
座
生

は
大
き
な
声
で
募
金
を
呼
び
か

け
、
合
計
16
万
３
８
６
５
円
の

募
金
を
集
め
ま
し
た
。
お
寄
せ
い

た
だ
い
た
募
金
は
、
福
岡
銀
行

を
通
じ
て
24
時
間
テ
レ
ビ
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
に
送
金
し
ま
し
た
。
募
金

に
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

剣
道
み
ん
な
が
ん
ば
っ
た
よ

八
女
茶
を
見
て
、
さ
わ
っ
て
、
学
ぶ

大輪の花火が川面を照らす

24
時
間
テ
レ
ビ
の

募
金
活
動
を
し
ま
し
た

　9 月 2日㈰祈祷院八朔大祭典花火
大会が行われました。祈祷院の八朔
祭りは、かつて福島八幡宮の放生会、
水田天満宮の千灯明とともに八女の
三大祭りとしてにぎわった伝統ある祭
りです。川面を照らす大輪の花火に
多くの見物客が見入っていました。
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八
女
市
内
の
小
中
学
校
や
音

楽
グ
ル
ー
プ
が
日
ご
ろ
の
活
動
の

成
果
を
ス
テ
ー
ジ
で
発
表
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
【
吹
奏
楽
】
10
月
８

日
㈷
10
時
30
分
～
【
コ
ー
ラ
ス
】

10
月
14
日
㈰
13
時
～
※
両
日
と

も
30
分
前
開
場

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
ハ
ー
モ

ニ
ー
ホ
ー
ル

◦
入
場
料
＝
２
日
間
共
通
で
３
０

０
円
（
中
学
生
以
下
無
料
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
音
楽
協

会
梅
野
さ
ん
（
☎
０
９
０
・
４
５

１
４
・
４
２
４
９
）

　

今
月
は
、
作
業
療
法
士
の
岸

良
至
さ
ん
を
お
招
き
し
て
講
話

と
自
由
な
意
見
交
換
を
し
ま
す
。

事
前
申
込
不
要
。
お
気
軽
に
参

加
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
10
月
11
日
㈭
10
時
～

12
時

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
地

区
障
害
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
リ
ー
ベ
ル
（
八
女
市
本
町

17
ー
２
）
☎
２
２
・
２
６
１
０

　

地
域
を
主
体
と
し
た
防
犯
意

識
の
高
揚
や
、
社
会
的
弱
者
を

見
守
る
気
運
の
醸
成
や
防
犯
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
後
継
者
の
発
掘
・

育
成
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

大
会
で
は
、
防
犯
講
話
や
、
防

犯
劇
等
も
行
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の

お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◦
日
時
＝
10
月
12
日
㈮
14
時
～

（
２
時
間
30
分
程
度
）

◦
会
場
＝
八
女
文
化
会
館

◦
問
い
合
わ
せ
＝
防
災
安
全
課
生

活
安
全
係
（
☎
２
４
・
８
１
４
６
）

　

我
が
国
の
繁
栄
の
た
め
に
過

去
の
大
戦
で
お
亡
く
な
り
に
な
ら

れ
た
方
々
に
追
悼
の
意
を
捧
げ
る

と
と
も
に
、
恒
久
平
和
を
誓
う
目

的
で
、
八
女
市
戦
没
者
追
悼
式

を
開
催
し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま

の
ご
出
席
を
お
願
い
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
10
月
13
日
㈯
10
時
～

（
9
時
30
分
受
付
開
始
）

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
ハ
ー
モ

ニ
ー
ホ
ー
ル

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
祉
課
福
祉
総

務
係
（
☎
２
４
・
８
０
３
０
）

◦
演
題
＝
何
気
な
い
日
常
を
重
ね

る
先
に
希
望
が
あ
る
～
地
域
の

中
の
気
遣
い
人
の
実
践
よ
り
～

◦
講
師
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ゆ
め
・
ま

ち
・
ね
っ
と
渡
部
達
也
さ
ん
、
美

紀
さ
ん

◦
日
時
＝
10
月
12
日
㈮
14
時
～

16
時　

◦
場
所
＝
や
め
っ
こ
未
来
館

◦
問
い
合
わ
せ
＝
子
育
て
支
援
課

（
☎
２
３
・
１
３
５
１
）

　

し
ょ
う
が
い
の
有
無
に
関
係
な

く
す
べ
て
の
人
々
が
、
住
み
な
れ

た
地
域
で
暮
ら
す
地
域
共
生
社

会
の
実
現
を
目
的
に
開
催
し
ま

す
。
手
話
ソ
ン
グ
、
忠
見
保
育
園

児
に
よ
る
太
鼓
、
八
女
ジ
ュ
ニ
ア

合
唱
団
、
ダ
ニ
ー
馬
場
ラ
イ
ブ
、

職
員
に
よ
る
出
し
物
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
模
擬
店
や
工
房
の
パ
ン

販
売
等
も
あ
り
ま
す
。

◦
日
時
＝
10
月
13
日
㈯
11
時
～

16
時

◦
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
陽
だ
ま

り
の
里
（
本
２
５
７
５
―
１
）
☎

３
０
・
３
０
５
５

　

八
女
特
産
の
野
菜
や
加
工
食

品
、
雑
貨
な
ど
を
軽
ト
ラ
ッ
ク
等

の
荷
台
で
販
売
し
ま
す
。
毎
月

第
２
・
第
４
日
曜
日
に
開
催
。
出

店
者
随
時
募
集
。

◦
開
催
日
＝
10
月
14
日
㈰
９
時

～
12
時
※
悪
天
候
の
場
合
中
止

◦
会
場
＝
八
女
観
光
物
産
館
と

き
め
き
駐
車
場

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
実
行
委
員
会

事
務
局
（
☎
２
２
・
３
１
３
１
）

　

参
加
自
由
（
無
料
）、
会
員
は

　まちづくり団体の皆さんをはじめ、ど
なたでも参加できます。入場無料。
◦日時＝10 月18日㈭ 13 時 30 分～
◦場所＝おりなす八女はちひめ（小）ホール
◦内容＝▽第 1部（地域づくり提案事業
活動発表）①星野１区がんばる振興会「多
目的広場整備事業」②三河校区まちづく
り協議会「矢部川河川敷及び遊歩道沿
いの景観づくり事業」▽第 2 部（講演会）

「縮小する社会をチャンスに変える」／
講師株式会社あわえ代表取締役吉田基
晴さん／少子高齢化、人口減少、空き家・
空き地の増加、担い手不足などの課題を
解決していく方法を学びます。
◦問い合わせ＝地域振興課（☎ 23・
1224）

八女市未来づくり協議会
地域づくり研修会

立
花
自
然
と
歩
こ
う
会

八
女
軽
ト
ラ
市

　八女ライオンズクラブ主催、  八
女市身体障害者福祉協会共催によ
るしょうがい者支援「チャリティー
福祉バザー」を開催します。唐揚げ・
パン等の飲食販売や手芸品の出店、
ステージイベント、豪華景品が当た
る大抽選会もある楽しい催しです。
お気軽にご来場ください。
◦日時＝10 月７日㈰、10 時～ 15
時（雨天決行）
◦会場＝おりなす八女
◦問い合わせ＝ライオンズクラブ

（☎２４・３３１３）

お
知

ら
せ

しょうがい者支援

第 12 回
チャリティー
福祉バザー

し
ょ
う
が
い
児
を
持
つ
親
の
サ
ロ
ン

リ
ー
ベ
ル
「
お
し
ゃ
べ
り
箱
」

全
国
地
域
安
全
運
動
八
女
・

広
川
大
会

第
35
回
市
民
コ
ン
サ
ー
ト

八
女
市
戦
没
者
追
悼
式

子
育
て
講
演
会

陽
だ
ま
り
の
里
ほ
の
ぼ
の

フ
ェ
ス
タ
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時
～
15
時

◦
会
場
＝
八
女
市
総
合
体
育
館

◦
内
容
＝
車
イ
ス
競
技
、
卓
球
バ

レ
ー
、
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
、

ボ
ッ
チ
ャ
な
ど
の
体
験
会

◦
申
込
方
法
＝
参
加
申
込
書
を

八
女
市
総
合
体
育
館
へ
10
月
31

日
㈬
ま
で
に
提
出
く
だ
さ
い
。
申

込
書
は
総
合
体
育
館
、
各
支
所

総
務
課
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
八

女
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
総
合
体

育
館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

　

竹
細
工
職
人
指
導
の
も
と
、

真
竹
を
使
っ
て
竹
か
ご
を
編
み
ま

す
。
日
に
ち
と
竹
か
ご
の
サ
イ
ズ

①
②
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
期
日
＝
①
10
月
６
日
㈯
13
時

30
分
～
16
時
30
分 

②
10
月
13
日

㈯
13
時
30
分
～
16
時
30
分

◦
定
員
＝
15
人
（
５
人
以
上
で
開

催
、
先
着
順
）

◦
受
講
料
（
材
料
代
込
）
＝
①

２
５
０
０
円
（
14
・
5
㌢
×
６
・

５
㌢
）
②
２
８
０
０
円
（
23
・

5
㌢
×
３
・
５
㌢
）

◦
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
伝

統
工
芸
館
（
☎
２
２
・
３
１
３
１
）

保
険
あ
り
（
年
５
０
０
円
）

◦
日
時
＝
10
月
14
日
㈰
７
時
30

分
、
立
花
体
育
館
集
合

◦
コ
ー
ス
＝
飛
形
山
中
腹
方
面

◦
問
い
合
わ
せ
＝
白
鳥
さ
ん

（
☎
３
７
・
０
０
３
８
）

　

九
州
県
内
外
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ

愛
好
家
に
よ
る
野
外
ラ
イ
ブ
で

す
。
バ
ザ
ー
や
ク
イ
ズ
コ
ー
ナ
ー
、

抽
選
会
等
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

◦
日
時
＝
10
月
14
日
㈰
９
時
30

分
～
17
時

◦
場
所
＝
夢
た
ち
ば
な
ビ
レ
ッ
ジ

（
雨
天
時
旧
白
木
小
学
校
体
育
館
）

◦
入
場
料
＝
２
千
円
（
１
ド
リ
ン

ク
付
き
）
小
学
生
以
下
無
料

◦
問
い
合
わ
せ
＝
夢
た
ち
ば
な
ビ

レ
ッ
ジ
（
☎
３
５
・
０
０
２
２
）

　

今
回
は
「
毎
日
楽
し
く
コ
ツ
コ

ツ
と
」
と
題
し
、
松
尾
高
生
さ
ん

（
ニ
ン
ニ
ク
生
産
加
工
）
の
講
演
。

参
加
無
料
。
定
員
40
人

◦
日
時
＝
10
月
16
日
㈫
19
時
～

◦
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
ホ
ー
ム

ヘ
ル
プ・ケ
ア
プ
ラ
ン
金
太
郎
（
清

水
町
商
店
街
）
☎
２
４
・
９
６
５

７
　

良
い
も
の
を
集
め
た
マ
ル
シ
ェ

と
、
田
舎
暮
ら
し
が
テ
ー
マ
の

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
大
人
も
子
ど
も
も
楽
し

め
る
内
容
で
す
。
入
場
無
料
。

◦
日
時
＝
10
月
21
日
㈰
11
時
～

16
時

◦
会
場
＝
明
永
寺
（
八
女
市
本

町
１
６
４
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
地
域
振
興
課 

定
住
対
策
係
（
☎
２
４
・
８
１

６
２
）
Qteijyutaisaku@

city.
yam

e.lg.jp

　

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
グ
ッ
ズ
や
お
菓
子

作
り
、ゲ
ー
ム
で一緒
に
楽
し
も
う
。

◦
日
時
＝
10
月
27
日
㈯
10
時
～

12
時

◦
場
所
＝
ふ
じ
の
里
多
目
的
ホ
ー

ル
（
黒
木
町
）

◦
対
象
者
＝
小
学
生
以
下
※
必

ず
保
護
者
同
伴

◦
定
員
＝
子
ど
も
50
人

◦
参
加
費
＝
２
０
０
円
（
お
菓
子

作
り
に
参
加
さ
れ
る
人
は
プ
ラ
ス

３
０
０
円
）

◦
申
込
期
間
＝
10
月
１
日
～
（
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
▽
黒
木

公
民
館
（
☎
４
２
・
９
７
３
０
）

▽
八
女
市
立
図
書
館
黒
木
分
館

（
☎
４
２
・
０
４
０
０
）
▽
子
育

て
支
援
施
設
ピ
コ
ロ
（
☎
４
２
・

３
３
０
１
）

　

作
品
展
示
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
、
子
ど
も
会
イ
ベ
ン
ト
、
各
種

模
擬
店
等
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

◦
日
時
＝
10
月
27
日
㈯
14
時
～

◦
会
場
＝
納
楚
公
民
館

◦
問
い
合
わ
せ
＝
納
楚
行
政
区
長

永
松
さ
ん
（
☎
０
９
０
・
８
９
１

１
・
５
８
７
０
）

　

古
本
市
の
収
益
金
は
、
八
女

市
立
図
書
館
の
読
書
啓
発
事
業

に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。
な
く
な
り

次
第
終
了
。
当
日
は
持
ち
帰
り

用
の
袋
を
持
参
く
だ
さ
い
。
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
フ
ォ
ト
ブ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
。

◦
日
時
＝
10
月
28
日
㈰
10
時
～

16
時

◦
会
場
＝
八
女
文
化
会
館

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
立
図
書

館
内
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
な
び
っ
と
八

媛
（
☎
２
２
・
２
５
０
４
）

　　

し
ょ
う
が
い
の
あ
る
人
や
老
若

男
女
だ
れ
で
も
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ

の
体
験
イ
ベ
ン
ト
。
参
加
を
き
っ

か
け
に
運
動
を
始
め
て
み
ま
せ
ん

か
。
福
祉
団
体
に
よ
る
バ
ザ
ー
も

あ
り
ま
す
。

◦
期
日
＝
11
月
３
日
㈷
▽
午
前
の

部
10
時
～
12
時
▽
午
後
の
部
13

ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
サ
ウ
ン
ド
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
８

八
女
の
ロ
マ
ン
マ
ル
シ
ェ

竹
編
み
教
室

第
13
回
古
本
市

八
女
市
健
康
ポ
イ
ン
ト
対
象
事
業

教
室
・
講
座

ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
８
in
八
女

く
ろ
ぎ
に
集
ま
れ　

レ
ッ
ツ
！
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

第
16
回
納
楚
行
政
区
ま
つ
り

◦募集対象者＝八女市内に
住所を有する中学３年生で学
費の支払いが困難な世帯
◦募集人員＝ 50 人
◦給付金額＝月額 8,000 円
◦給付期間＝高校３年間
◦募集期限＝ 10 月 31日㈬
※市内の公私立中学校およ
び義務教育学校に通学され
ている世帯は、各学校にお尋
ねください。
◦問い合わせ＝学校教育課
総務係（☎ 23・1954）

平成 31年度 
八女市奨学生募集

第
56
回
地
域
活
動
講
演
会
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ま
す
。
募
集
住
宅
・
募
集
戸
数

等
は
、
募
集
案
内
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

応
募
者
数
が
募
集
戸
数
を
超
え

る
場
合
は
抽
選
（
公
開
抽
選
会
）

と
な
り
ま
す
。
入
居
申
込
資
格

等
は
、
募
集
案
内
ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
▽
都
市
計
画
課

（
☎
２
３
・
２
５
７
７
）
▽
黒
木

支
所
建
設
課（
☎
４
２・１
１
１
７
）

▽
立
花
支
所
建
設
課
（
☎
２
３
・

４
９
３
０
）
▽
上
陽
支
所
建
設
経

済
課
（
☎
５
４
・
２
２
１
９
）
▽

矢
部
支
所
建
設
経
済
課（
☎
４
７・

３
１
１
１
）
▽
星
野
支
所
建
設
経

済
課
（
☎
５
２
・
３
１
１
４
）

　

南
筑
後
地
域
環
境
協
議
会（
事

務
局
：
県
南
筑
後
保
健
福
祉
環

境
事
務
所
）
で
は
、
小
学
生
を

対
象
と
し
た
秋
の
自
然
観
察
会

を
開
催
し
ま
す
。
秋
の
森
へ
自

然
の
ふ
し
ぎ
を
探
し
に
出
か
け
ま

し
ょ
う
。
参
加
費
無
料
。

◦
日
時
＝
10
月
21
日
㈰
９
時
20

分
～
12
時
40
分
（
予
定
）

◦
集
合
場
所
＝
県
立
ふ
れ
あ
い
の

家
南
筑
後
（
八
女
市
山
内
）　

◦
内
容
＝
童
男
山
古
墳
周
辺
で

植
物
や
昆
虫
、
鳥
な
ど
を
観
察
。

ふ
れ
あ
い
の
家
南
筑
後
で
し
お
り

づ
く
り
な
ど
も
行
い
ま
す
。

◦
申
込
＝
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
メ
ー

ル
に
て
10
月
15
日
㈪
ま
で
に
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
定
員
20
人
に

な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
南
筑
後
保
健

福
祉
環
境
事
務
所
地
域
環
境
課

（
☎
２
２
・
６
９
６
３
／
N
２
３
・

①
②
共
通

◦
日
時
＝
11
月
10
日
㈯
８
時
45

分
～
13
時
※
昼
食
あ
り
、
参
加

無
料
、
応
募
多
数
の
場
合
抽
選
。

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
公
立
八

女
総
合
病
院（
☎
２
３・４
１
３
１
）

　

介
護
未
経
験
者
対
象
。
定
員

50
人
、
参
加
費
無
料
。
要
申
込
。

◦
日
時
＝
【
基
礎
講
座
】
11
月

11
日
㈰
13
時
～
16
時
30
分

【
入
門
講
座
※
５
日
間
】
12
月
２

日
㈰
、
12
月
16
日
㈰
、
12
月
23

日
㈰
、
１
月
13
日
㈰
、
１
月
20

日
㈰
、
10
時
～
）

◦
会
場
＝
大
牟
田
文
化
会
館
、
久

留
米
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

◦
内
容
＝
介
護
に
関
す
る
基
本
的

な
知
識
・
技
術
等

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県
社
会
福

祉
協
議
会 （
☎ 

０
９
２・５
８
４・

３
３
１
０
）

　

今
年
度
第
３
回
定
期
募
集
の

受
付
を
10
月
10
日
㈬
か
ら
10
月

31
日
㈬
ま
で
実
施
し
ま
す
。
募

集
案
内
（
申
込
書
）
は
、
10
月

10
日
か
ら
八
女
市
役
所
本
庁
、

各
支
所
の
担
当
係
に
て
配
布
し

　

第
３
回
目
は
、
気
軽
に
で
き
る

卓
上
手
織
り
機
を
使
っ
て
、
か
す

り
糸
の
ラ
ン
チ
ョ
ン
マ
ッ
ト
を
作

り
ま
す
。
卓
上
手
織
り
機
の
使
い

方
か
ら
仕
上
げ
ま
で
の
工
程
を
学

び
ま
す
。
卓
上
手
織
り
機
の
世

界
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

◦
日
時
＝
11
月
17
日
㈯
13
時
30

分
～
15
時
30
分

◦
場
所
＝
西
公
民
館
１
号
室

◦
講
師
＝
伝
統
手
織
り
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
大
久
保
厚
枝
さ
ん

◦
受
講
料
＝
無
料（
材
料
費
千
円
）

◦
定
員
＝
10
人
（
要
申
込
）

◦
申
込
期
間
＝
10
月
１
日
㈪
～

10
月
15
日
㈪
※
日
・
祝
日
除
く

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市

西
公
民
館
（
☎
２
４
・
５
２
７
２
）

Qyam
e_nishikoum

inkan@
wit.ocn.ne.jp 

※
チ
ラ
シ
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

医
療
従
事
者
の
仕
事
を
見
学
・

体
験
し
ま
せ
ん
か
。
詳
細
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

①
き
っ
ず
セ
ミ
ナ
ー（
定
員
20
人
）

◦
参
加
資
格
＝
小
学
５
・
６
年
生

（
保
護
者
同
伴
可
）

②
オ
ー
プ
ン
ホ
ス
ピ
タ
ル
セ
ミ

ナ
ー
（
定
員
10
人
）

◦
参
加
資
格
＝
18
歳
以
上

　

点
訳
グ
ル
ー
プ
「
わ
か
ば
会
」

は
、
視
覚
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
人

に
広
報
紙
等
の
点
訳
を
行
い
生

活
を
支
援
す
る
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
点
字
教
室
に
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
参
加
費
無
料
。

◦
期
日
＝
10
月
17
日
～
11
月
21

日（
毎
週
水
曜
日
）19
時
～
21
時
、

全
６
回

◦
場
所
＝
八
女
市
社
会
福
祉
会

館
２
階
中
会
議
室

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
社
会
福

祉
協
議
会
（
☎
２
３
・
０
２
９
４
）

　

お
お
む
ね
60
歳
以
上
で
調
理
補

助
の
仕
事
を
や
っ
て
み
た
い
人
対

象
。
食
品
衛
生
の
基
礎
知
識
や

調
理
の
基
本
が
学
べ
る
講
習
会
で

す
。
参
加
費
無
料
、
先
着
25
人
。

◦
日
時
＝
11
月
７
日
㈬
10
時
～
16

時
、
８
日
㈭
10
時
～
15
時
30
分

◦
場
所
＝
え
ー
る
ピ
ア
久
留
米

◦
内
容
＝
①
食
料
品
製
造
業
等

の
仕
事
ガ
イ
ダ
ン
ス
②
食
品
衛
生

の
基
礎
と
実
習
③
調
理
の
基
本

と
実
習
※
講
習
会
終
了
後
、
個

別
相
談
を
実
施
。（
要
予
約
）

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県

70
歳
現
役
応
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
０

９
２
・
４
３
２
・
２
５
４
０
）

　大会の収益金は八女市民がスポー
ツの全国大会に出場の際に激励費とし
て交付しています。八女市のスポーツ
振興にご協力をお願いします。
◦日程＝ 11 月 23 日㈷
◦会場＝八女上陽ゴルフクラブ
◦募集人員＝ 200 人（50 組）
◦参加資格＝なし
◦プレー費＝ 13,000 円（キャディ・
食事付）
◦参加費＝ 3,000 円（参加賞と各種表
彰を用意しています）
◦申込方法＝ 11 月 3 日㈷までに八女
上陽ゴルフクラブへ申し込みください。
※申込書は八女市総合体育館および
八女市 HP からダウンロードできます。
◦問い合わせ＝八女市総合体育館

（☎２４・１２３０）

高
齢
者
の
た
め
の
職
種
別
（
調

理
補
助
）
講
習
会

誰
で
も
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
塾

公
立
病
院
セ
ミ
ナ
ー

介
護
に
関
す
る
入
門
的
研
修

平
成
30
年
度
第
３
回
市
営
住
宅

「
ふ
し
ぎ
い
っ
ぱ
い
自
然
探
検

隊
」
参
加
者

点
字
教
室

八女市体育協会 第 11回
スポーツ振興市民ゴルフ大会

ＪＡ
ふくおか
八女杯

八女市健康
ポイント
事業対象
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分
（
福
島
小
、
長
峰
小
、
福
島

中
）
▽
14
時
15
分
～
（
八
幡
小
、

岡
山
小
、西
中
）
▽
15
時
～
（
上

妻
小
、
三
河
小
、
南
中
）
▽
15

時
45
分
～
（
忠
見
小
、
川
崎
小
、

見
崎
中
、
上
陽
北
汭
学
園
）

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体

育
館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

　

筑
後
市
教
育
委
員
会
で
は
、

古
川
小
学
校
に
言
語
通
級
指
導

教
室
「
こ
と
ば
の
教
室
」
を
設
置

し
て
い
ま
す
。
こ
と
ば
の
教
室
は
、

通
級
指
導
教
室
（
週
１
回
）
と

教
育
相
談（
隔
週
１
回
）が
あ
り
、

言
葉
に
関
す
る
個
別
指
導
を
行

う
教
室
で
す
。
子
ど
も
の
ニ
ー
ズ

に
応
じ
た
指
導
を
行
い
、
言
葉
や

聞
こ
え
か
ら
く
る
困
難
さ
を
少
し

で
も
軽
減
し
、
の
び
の
び
と
小
学

校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
支
援
を
し
て
い
ま
す
。
気
が
か

り
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◦
対
象
者
＝
今
年
度
八
女
市
内

小
学
校
の
通
常
学
級
に
在
籍
し

て
い
る
児
童
お
よ
び
来
年
度
入
学

予
定
児
童

◦
申
込
期
限
＝
10
月
19
日
㈮

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
教
育
委

員
会
（
☎
２
３
・
１
９
５
４
）

種
行
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
２
０

１
９
年
度
の
児
童
福
祉
週
間
に

向
け
て
、
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
（
公
財
）
児
童

育
成
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照

す
る
か
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
募
集
締
切
＝
10
月
20
日
㈯　

◦
募
集
内
容
＝
元
気
で
頑
張
る
子

ど
も
た
ち
を
応
援
す
る
標
語
や

未
来
に
向
け
て
の
子
ど
も
た
ち
か

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
な
る
標
語

◦
問
い
合
わ
せ
＝
（
公
財
） 

児
童

育
成
協
会
（
☎
０
３
・３
４
９
８
・

４
５
９
２
）

【
社
会
人
入
試
】

◦
資
格
＝
20
歳
以
上
の
人
（
平
成

11
年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
）

◦
願
書
受
付
＝
10
月
19
日
㈮
～

11
月
７
日
㈬

◦
試
験
日
＝
11
月
11
日
㈰

◦
試
験
科
目
＝
作
文
、
一
般
常
識

問
題
、
面
接

【
一
般
入
試
】

◦
資
格
＝
中
学
校
以
上
を
卒
業

し
た
人
、
年
齢
不
問

◦
願
書
受
付
＝
11
月
27
日
㈫
～

12
月
４
日
㈫

◦
試
験
日
＝
12
月
８
日
㈯

◦
募
集
期
間
＝
10
月
１
日
㈪
～

10
月
31
日
㈬

◦
訓
練
期
間
＝
12
月
４
日
㈫
～

５
月
28
日
㈫
（
６
か
月
間
）

◦
選
考
日
＝
11
月
７
日
㈬

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
５
２
・
２
６
・
９
５
１
６
）

　

お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
人
を

対
象
に
一
人
一
人
に
あ
っ
た
仕
事

を
紹
介
し
ま
す
。
定
員
50
人
。

◦
日
時
＝
10
月
18
日
㈭
13
時
30

分
～
15
時
30
分

◦
場
所
＝
え
ー
る
ピ
ア
久
留
米

◦
申
込
期
限
＝
10
月
16
日
㈫

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
高
齢
者
能
力

開
発
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
９
４
２
・

３
５
・
０
５
２
０
）

　

市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
体

育
館
や
運
動
場
を
開
放
し
て
い

ま
す
。利
用
し
た
い
人
は
必
ず「
利

用
者
の
会
」
に
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。
前
も
っ
て
団
体
登
録
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

◦
11
月
利
用
者
の
会
＝
10
月
20

日
㈯

◦
時
間
・
学
校
名
＝
▽
13
時
30

◦
試
験
科
目
＝
国
語
・
数
学
、
作

文
・
面
接

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
校
（
☎
０
９

４
４
・
７
２
・
８
０
８
６
）

　

来
年
４
月
の
入
校
生
を
募
集

し
ま
す
。
訓
練
を
受
け
て
関
連

職
種
へ
の
就
職
を
希
望
す
る
人
対

象
。
入
校
料
・
授
業
料
無
料
。

◦
募
集
期
間
＝
10
月
１
日
㈪
～

11
月
26
日
㈪
（
第
１
回
目
募
集
）

◦
募
集
科
目
＝
電
気
設
備
科
、
Ｏ

Ａ
ビ
ジ
ネ
ス
科
、
ロ
ボ
ッ
ト
溶
接

技
術
科
（
各
科
12
人
募
集
）

◦
入
校
選
考
日
＝
12
月
４
日
㈫

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県
大
牟
田

高
等
技
術
専
門
校（
☎
０
９
４
４・

５
４
・
０
３
２
０
）

　

受
講
料
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代

等
別
途
自
己
負
担
）。
受
講
希

望
者
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
相
談
の

上
、
応
募
書
類
を
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
細
は

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
募
集
科
・
定
員
＝
①
Ｃ
Ａ
Ｄ
／

Ｎ
Ｃ
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
科

（15） 

②

板
金
・
溶
接
施
工
科

（15） 

③
住
環

境
Ｃ
Ａ
Ｄ
科

（24）

７
４
２
４ 

Qnanchiku-hhe@
pref.fukuoka.lg.jp

）

◦
期
日
＝
11
月
15
日
㈭

◦
場
所
＝
桜
公
園
運
動
広
場

◦
参
加
費
＝
一
般
１
人
２
０
０
円
、

会
員
無
料　
　
　

◦
申
込
＝
10
月
２
日
㈫
～
11
月

３
日
㈷

◦
問
い
合
わ
せ
＝
サ
ウ
ス
ク
ラ
ブ

（
☎
２
４
・
１
３
４
０
）

　

毎
年
５
月
５
日
の
「
こ
ど
も
の

日
」
か
ら
１
週
間
を
「
児
童
福

祉
週
間
（
５
月
５
日
～
５
月
11

日
）」
と
定
め
て
、
児
童
福
祉
の

理
念
の
普
及
・
啓
発
の
た
め
の
各

高
齢
者
の
た
め
の
派
遣
・
職

業
紹
介

サ
ウ
ス
ク
ラ
ブ 

グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
参
加
者

大
牟
田
高
等
技
術
専
門
校

試　

験

柳
川
山
門
医
師
会
看
護
高
等

専
修
学
校

「
児
童
福
祉
週
間
」
標
語
募
集

就
業
支
援

佐
賀
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー

小
・
中
学
校
体
育
施
設
利
用

【国税の申告等】平成 30 年７月豪雨
で被害を受けられた皆さまへ
　災害により国税の申告、申請、請求、
納税などを期限までにできないときは、
期限の延長や納税の猶予ができる場合
があります。詳しい内容については、
福岡国税局ホームページをご覧になる
か、最寄りの税務署にお尋ねください。
八女税務署（☎２３・５１９１）

古
川
小
学
校
「
こ
と
ば
の
教

室
」
の
ご
案
内
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火災出火件数  1件 （25件）
救急出動件数 303件 （2,227件）
救急搬送人数 294人 （2,154人）

人身事故発生件数 32件 （230件）
傷　　者 36人 （283人）
死　　者 0人 （  2人）

※（　）内は 1 月からの累計

人口 63,995 (-52）
男 30,194  (-23)
女 33,801  (-29)

世帯数 24,815  (+22)
　※（　）内は前月比

出生 42 人 死亡 68 人
転入 178 人 転出 204 人

▼ 8 月の交通事故の状況

▼ 8 月の火災・救急の状況▼人口と世帯（8 月31日現在）

▼ 8 月の異動

納期限・口座振替日は10月31日㈬
納税は、安全便利な口座振替をご利用ください。
納期限内の納付にご協力ください。遅れると督
促状が発送され督促料や延滞金が発生します。
※納付書の再発行は担当課へご連絡ください。

◦市県民税（3 期）◦国民健康保険税（4 期）◦
後期高齢者医療保険料（4 期）◦介護保険料（4 期）
◦住宅使用料（10 月）◦保育料（10 月）◦水道
料金・下水道使用料（4 期）◦農業集落排水施
設使用料（4 期）◦下水道受益者負担金（2 期）

10月に
納める
もの

▽
山
の
井
用
水
路
＝
10
月
15
日

㈪
～
31
日
㈬

▽
中
の
井
用
水
路
＝
10
月
14
日

㈰
～
10
月
28
日
㈰

◦
問
い
合
わ
せ
＝
農
業
振
興
課

（
☎
２
３
・
１
１
１
９
）

　

道
路
愛
護
作
業
に
毎
年
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
今
年
も
例
年
ど
お

り
実
施
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。
秋
季
の
道
路
愛

護
作
業
は
10
月
を
め
ど
に
、
各

行
政
区
の
都
合
の
良
い
日
に
実
施

　

総
務
省
統
計
局
（
福
岡
県
・

八
女
市
）
で
は
、
10
月
１
日
現

在
で
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
を

実
施
し
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
私

生
活
に
関
す
る
最
も
基
本
的
・
重

要
な
調
査
で
、
全
国
約
３
７
０
万

世
帯
の
皆
さ
ん
を
対
象
と
し
た

大
規
模
な
調
査
で
す
。
調
査
期

間
中
、
統
計
調
査
員
が
調
査
書

類
を
配
布
し
ま
す
。
調
査
へ
の
回

答
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
回
答

ま
た
は
紙
の
調
査
票
で
お
願
い
し

ま
す
。
こ
の
調
査
の
重
要
性
を
ご

理
解
い
た
だ
き
、
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
総
務
課
総
務
法

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。
処
理
に
必
要
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
袋
は
八
女
市
本
庁
管
内
行
政

区
は
本
庁
建
設
課
、
各
支
所
管

内
行
政
区
は
各
支
所
建
設
課
、

ま
た
は
建
設
経
済
課
で
各
行
政

区
長
に
配
布
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
▽
建
設
課
（
☎ 

２
３
・
１
９
６
１
）
▽
黒
木
支
所

建
設
課
（
☎
４
２
・
１
１
１
７
）

▽
立
花
支
所
建
設
課
（
☎
２
３
・

４
９
３
０
）
▽
上
陽
支
所
建
設

経
済
課
（
☎ 

５
４
・
２
２
１
９
）

▽
矢
部
支
所
建
設
経
済
課
（
☎

４
７
・
３
１
１
１
）
▽
星
野
支
所

建
設
経
済
課
（
☎
５
２
・
３
１
１

４
）

制
係
（
☎
２
３
・
１
１
１
１
）

　

福
岡
県
、
佐
賀
県
、
北
九
州

市
お
よ
び
福
岡
市
が
主
体
と
な

り
、10
月
～
12
月
に
か
け
て
、「
人

の
１
日
の
動
き
」
に
つ
い
て
の
交

通
実
態
調
査
（
パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ

プ
調
査
）
を
実
施
し
ま
す
。
今

後
の
交
通
計
画
や
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
な
ど
を
考
え
る
た
め
、
選

ば
れ
た
約
18
万
１
千
世
帯
へ
、
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
票
を
郵
送
し
ま
す

の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
都
市
計
画
課

（
☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
７
１
２
）

秋
季
停
水【サザンクス筑後女性フェスタ美祭 Bisai 】

◦日時＝10/7 ㈰・8 ㈷ 10:00 ～17:00◦場所・問＝サ
ザンクス筑後（0942・54・1200）

【水田天満宮稚児風流】◦日時＝10/25 ㈭ 10:00 ～
13:00◦場所・問＝水田天満宮（0942・53・8625）

【三柱神社秋季大祭「おにぎえ」】◦日時＝10/6 ㈯
～ 8 ㈷◦場所・問＝三柱神社（0944・72・3883）

【水郷柳川ゆるり旅】◦期間＝ 9/30 ㈰～ 11/3 ㈷◦
問＝柳川市観光課（0944・77・8565）

【柳川 OUTING 森と水辺のワンダーランド】◦日時
＝ 10/12 ㈮～ 14 ㈰◦場所＝沖端周辺◦問＝柳川市
市観光協会（0944・73・2145）

【大川木工まつり】◦日時＝ 10/6 ㈯～ 8 ㈷ 9:00 ～
18:00 ◦場所＝大川産業会館ほか◦問＝大川市イン
テリア課（0944・87・2101）

【ハロウィン、ショートショートフィルムフェスティバル】
◦日時＝ 10/27 ㈯ 12:00 ～ 21:00、28 ㈰ 10:00 ～
18:30 ◦場所＝ヴィラベルディ◦問＝大川市インテ
リア課（0944・85・5570）

【ハロウィンオルレ】◦日時＝ 10/14 ㈰◦場所＝九
州オルレみやま・清水山コース◦参加費 1500 円◦
問＝みやま市商工観光課（0944・64・1523）

【新開能】◦日時＝ 10/20 ㈯ 15:00 ～ 21:00 ◦場所
＝賓満神社◦問＝市社会教育課（0944・32・9183）

【大木さるこいフェスタ】◦日時＝10/28 ㈰ 10:00 ～
◦場所＝ WAKKA ◦問＝町企画課（0944・32・1036）

【広川まつり】◦日時＝ 10/20 ㈯ 17:00 ～ 21:00、 
21 ㈰ 8:30 ～ 15:30 ◦場所＝広川中学校◦問＝同振
興会（☎ 32・0344）

【スローフードフェスタ 新そば祭り】◦日時＝
10/14 ㈰ 10:00 ～ 15:00 ◦場所＝逆瀬ゴットン館◦
問＝観光協会（☎ 32・5555）

【スローフードフェスタ 秋の収穫祭】◦日時＝
10/27 ㈯ 9:00 ～ 21:00、28 ㈰ 9:00 ～ 18:00 ◦ 場
所＝広川くだもの村◦問＝観光協会（☎ 32・5555）

広川町

大木町

みやま市

大川市

柳川市

筑後市
イベント情報後筑 ちくごななこく七国

道
路
愛
護
作
業
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

第
５
回
北
部
九
州
圏
パ
ー
ソ

ン
ト
リ
ッ
プ
調
査

住
宅
・
土
地
統
計
調
査

10月21日㈰  旧矢部診療所→ 新 辺春診療所（立花町）☎36・0010
10月28日㈰  旧辺春診療所→ 新 矢部診療所（矢部村）☎47・2700在宅医当番の変更



予約

無料法律相談
◦10 月18 日㈭ 、11 月1日㈭／ 相談
　13:00 ～16:00 ／場所・法務局八女支
　局（収入等一定額以下等の条件あり）
　※予約・法テラス福岡☎ 050・
　3383・5502（平日9:00 ～ 17:00）
 ◦10 月12 日㈮ 13:30 ～ 16:00　
　／社会福祉会館※予約☎ 23・0294
◦10 月19 日㈮ 13:30 ～ 16:00　
　／ふじの里（黒木）※予約☎ 42・2131
◦10 月 25 日㈭ 13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
　※予約☎ 54・3629
◦10 月19 日㈮ 10:00 ～ 12:00 ／八女
　商工会議所※予約☎ 22・5161
男女共同参画推進支援委員相談
◦10月11日㈭ 13:30 ～ 16:30
　※予約・男女共同参画推進課
　☎23・1314
女性相談（働く女性の家☎37・1522）
◦10月22日㈪ 9:30 ～ 11:30
　／働く女性の家（立花）
なんでも人権相談（法務局☎23・2603）
◦10月2日㈫13:00 ～ 16:00
　／矢部公民館
◦10月3日㈬13:00 ～ 16:00
　／星野支所
◦10月5日㈮13:00 ～ 16:00 ／社会
　福祉会館／地域福祉センター (上陽）
◦10月10日㈬13:00 ～ 16:00
　／立花市民センター
◦10月12日㈮13:00 ～ 16:00
　／ふじの里（黒木町）
行政相談（総務課☎23・1111）
◦10月4日㈭ 13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦10月9日㈫ 13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦10月17日㈬  9:30 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦10月1日㈪ 13:30 ～ 16:00
　／立花市民センター 2階
◦10月2日㈫ 13:00 ～ 16:00
　／矢部公民館
◦10月10日㈬ 9:30 ～ 12:00
　／星野支所2階
司法書士相談（社協☎23・0294）
◦10月19日㈮ 13:30 ～ 16:00

　／社会福祉会館
◦10月12日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／ふじの里（黒木）
心配ごと相談（社協☎23・0294）
◦10月3日㈬、17日㈬、31日㈬
　13:30 ～ 16:00 ／社会福祉会館
◦10月17日㈬ 9:30 ～ 12:00　
　／ふじの里（黒木）
◦10月24日㈬ 13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦10月10日㈬ 9:30 ～ 12:00
　／かがやき（立花）
日本政策金融公庫相談会
◦10月5日㈮13:00 ～ 15:00
　／八女商工会議所 
定例税務相談会
◦10月9日㈫10:00 ～ 15:00
　／八女商工会議所 
経営支援相談会
◦10月15日 ㈪13:30 ～ 16:30 ／ 八
女商工会議所 ※予約☎22・5161
補聴器の修理と相談

（福祉課☎23・1335）
◦10月16日㈫ 13:00 ～ 14:30
　／八女市役所
◦10月11日㈭ 9:00 ～ 10:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦10月12日㈮・16日㈫ 10:00 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦10月16日㈫ 10:00 ～ 12:00
　／かがやき（立花）
◦10月11日㈭ 10:00 ～ 12:00
　／矢部公民館
◦10月25日㈭ 10:00 ～ 12:00
　／星野支所
生活困窮者の自立支援相談

（福祉課生活支援係☎23・1350）
生活保護に至る前のさまざまな事情
で困っている方はご相談ください。
◦ 月～金 8:30 ～ 17:00
年金相談
久留米年金事務所のお客様相談室へ。
予約をすれば待ち時間が少なくなりま
す。※基礎年金番号をお知らせください。
◦ 月曜（休日の場合は翌日） 8:30 ～

19:00 ／火曜～金曜8:30 ～ 17:15 ／
毎月第2土曜日9:30 ～ 16:00

　※予約（☎0942・33・6215）

家庭児童相談室
◦平日 9:30 ～ 16:00 ／
　市役所内※予約（☎23・1448）
　黒木支所内※予約（☎42・1800）
こころの健康相談

「気が落ち込む」「家族の飲酒問題」「子
どもが引きこもり」などの心配事は一人
で考えず、専門家に相談してください。
◦ 第1 ～第4月曜日 14:30 ～ 16:00 ／

南筑後保健福祉環境事務所分庁舎
（八女総合庁舎）

　※予約☎0944・72・2176
弁護士多重債務・労働問題・DV被害相談
◦ 毎週火曜 13:30 ～ 16:00 ／社会福祉

会館※予約☎0942・30・0144
消費生活相談（来訪または電話相談）
◦ 月～金曜 8:30 ～ 16:30 ／八女市消

費生活センター (市役所内）
　　☎23・1183
◦ 毎週水曜 9:00 ～ 16:00 
　／黒木支所 ☎42・1111
消費生活無料法律相談
◦10月16日㈫ 13:00 ～ 16:00 ／八女市
　消費生活センター※予約 ☎23・1183

教育相談
◦ 平日9:00 ～ 17:00 ／八女市教育委

員会☎0120・784・110
教育相談
◦ 無休・24時間受付／南筑後教育事

務所※予約☎0942・52・4949
養育費相談
◦ 平日9:00 ～ 17:00、 第1・ 第3土日

9:00 ～ 16:00 ／ひとり親サポートセ
ンター☎092・584・3931

やめ女性ホットライン
◦ 平日10:00～17:00 ／☎092・513・7337
難病ホットライン
◦ 平日8:30 ～ 17:15 ／南筑後保健福祉

環境事務所（☎0944・72・2610）

電 話 相 談

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

相談はお気軽にどうぞ

◦八女地域包括（本庁内）　     ☎23・1203
◦黒木地域包括（黒木支所内）  ☎42・1119
◦立花地域包括（立花支所内）  ☎24・8922

◦上陽地域包括（上陽支所内）  ☎24・8315
◦矢部地域包括（矢部支所内）  ☎24・9011
◦星野地域包括（星野支所内）  ☎24・8212

高齢者総合相談窓口
（平日8:30 ～ 17:15）
【地域包括支援センター】

献血にご協力ください
◦日時＝10月19日㈮10:00 ～ 11:30、
　12:30 ～ 15:30
◦場所＝熊谷光玉園（井延）
◦問い合わせ＝八女市献血推進協議
　会（☎２３・０２９４）

広報八女 2018.10.127



満１歳のお子さまの写真を募集しています（ただし、市内に住民登録があるか実際に住んでいる人に限る）。氏名・生
年月日・住所・簡単なコメント（30字以内）・電話番号を添えて、誕生日前月の7日までに直接お持ちいただくか、郵送
でお申し込みください。応募多数の場合は先着順となります。●申し込み＝企画政策課秘書広報係（☎23・1110）

　
先
月
は
敬
老
の
日
に
ち
な
み
、
今
年
１
０
７
歳
を
迎
え
ら
れ

る
本
市
最
高
齢
の
馬
渡
稍
（
ま
わ
た
り
こ
ず
え
）
さ
ん
他
３
人

を
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
市
内
に
は
、
今
年
度
で
満
１

０
０
歳
以
上
の
方
々
が
85
人
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
（
９
月
１
日
現

在
）。
長
寿
を
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
戦
後
の

厳
し
い
時
代
を
耐
え
ら
れ
、
長
い
間
社
会
に
貢
献
し
て
来
ら
れ

た
こ
と
に
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。
▼
八
女
市
の
高
齢
化
率（
人

口
に
占
め
る
65
歳
以
上
の
割
合
）
は
現
在
34
・
３
％
。
こ
の
数

字
は
年
々
上
が
り
続
け
て
い
ま
す
。
全
国
的
に
急
速
な
高
齢
化

が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
本
市
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ

う
な
中
い
か
に
健
康
で
長
生
き
す
る
か
、「
健
康
寿
命
」
の
延
伸

を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
非
常
に
大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
▼
本

市
で
は
、
今
年
３
月
に
第
２
期
健
康
増
進
計
画
を
策
定
し
、
妊

娠
期
や
乳
幼
児
期
、
青
年
期
、
高
齢
期
な
ど
人
生
の
各
段
階
に

応
じ
た
目
標
を
定
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
推
進
中
で
す
。
と

り
わ
け
、
病
気
の
予
防
や
早
期
発
見
に
つ
な
が
る
健
診
の
受
診

率
向
上
に
は
、
特
に
力
を
入
れ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

市
民
の
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
▼
私
事
で
す

が
、
昨
年
の
病
休
中
に
受
け
た
手
術
で
は
筆
舌
に
尽
く
し
が
た

い
痛
み
を
経
験
し
、
健
康
の
尊
さ
を

身
を
も
っ
て
痛
感
し
ま
し
た
。
た
く

さ
ん
の
皆
さ
ま
に
支
え
て
い
た
だ
き
、

無
事
に
公
務
復
帰
で
き
ま
し
た
こ
と

は
本
当
に
感
謝
の
念
に
堪
え
ま
せ
ん
。

今
後
も
健
康
の
有
り
難
さ
を
公
私
共

に
伝
え
な
が
ら
、
市
政
運
営
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

健康寿命
の延伸を
めざして

㊾市長コラム

おたんじょうびおめでとう

笑顔の素敵な百ちゃん。
明るく、可愛く育ってネ！

松本 百
も も か

叶ちゃん

Ｈ29年10月1日生（室岡）

☆祝1歳☆ひろむくん、愛
佳お姉ちゃん＆大和くんと仲
良く元気におおきくなーれ♡

栗原 大
ひ ろ む

武ちゃん

Ｈ29年10月12日生（矢部村）

潤ちゃん 1歳おめでとう
♡これからたくさんの幸
せが訪れますように。

野田 潤
じゅん

ちゃん

Ｈ29年10月18日生（立花町）

晴くんお誕生日おめでとう
☆お兄ちゃんと仲良く元気
いっぱいに育ってね♡

渕上 晴
は る と

翔ちゃん

Ｈ29年10月20日生（星野村）

お誕生日おめでとう！
眞帆ちゃんの笑顔が大好
きです♡

仁田原 眞
ま ほ

帆ちゃん

Ｈ29年10月13日生（津江）

毎日、幸せをありがとう
♡これからも元気に大き
くなあれ♪

井上 彩
あ き な

希奈ちゃん

Ｈ29年10月1日生（祈祷院）

１歳のお誕生日おめでと
う♪お姉ちゃんと仲良く
元気に過ごそうね☆

森 守
ま も る

琉ちゃん

Ｈ29年10月2日生（吉田）

いつもニコニコ笑顔をあ
りがとう♡元気にすくす
く大きくな～れ☆

堤 一
いっせい

星ちゃん

Ｈ29年10月15日生（納楚）

１歳おめでとう！これから
もたくさん思い出重ねてい
こうね♡

松原 旭
あ き と

杜ちゃん

Ｈ29年10月23日生（杉町）

１歳おめでとう♡いつも笑
顔いっぱいのここちゃん！
だいすきだよ♡

松鳥 心
こ こ み

結ちゃん

Ｈ29年10月26日生（宮野）

これからもお姉ちゃん、お
兄ちゃんにたくさんかわい
がってもらおうね。

山田 翔
しょうた

太ちゃん

Ｈ29年10月16日生（室岡）

おめでとう！お兄ちゃん
と仲良く元気に育ってね。
大好きだよ♡

丸林 煌
こ う た

太ちゃん

Ｈ29年10月3日生（緒玉）

お誕生日おめでとう♡いつ
も笑顔の瑛愛ちゃん♡元気
いっぱいすくすく育ってね。

中川 瑛
え な

愛ちゃん

Ｈ29年10月3日生（蒲原）

お誕生日おめでとう♡
これからも元気いっぱい
に育ってね♪

西村 伊
い お り

織ちゃん

Ｈ29年10月18日生（本）

いつも元気なきのちゃん♡
これからも笑顔をいっぱい
見せてね☆

橋村 綺
き の

乃ちゃん

Ｈ29年10月29日生（黒木町）

いつも元気いっぱいの颯
ちゃん。これからもたく
さん遊ぼうね！

原口 颯
そ う た

太ちゃん

Ｈ29年10月18日生（蒲原）

☆祝1歳☆やまくん、ゆっ
くりのびのびおおきく
なってね♡

栗原 大
や ま と

和ちゃん

Ｈ29年10月12日生（矢部村）

お誕生日おめでとう。お姉
ちゃんたちと仲良く大きく
なってね♡

牛島 秀
ひ で と

翔ちゃん

Ｈ29年10月30日生（高塚）

長寿者訪問の際に馬渡さん・ご家族・
施設のスタッフの皆さんと
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▼
様
々
な
八
女
ら
し
さ
が
体
験

で
き
る
「
旅
す
る
茶
の
く
に
週

間
」プ
ロ
グ
ラ
ム
。
今
秋
は
ど
ん

な
八
女
に
出
会
え
る
か
と
ワ
ク

ワ
ク
す
る
気
持
ち
で
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
読
ん
で
い
ま
す
。（
Ｙ
・
Ｙ
）

▼
２
歳
に
な
っ
た
息
子
が
朝
な

夕
な
に
保
育
園
の
運
動
会
の
練

習
を
せ
が
ん
で
き
ま
す
。
と
こ
と

こ
走
る
姿
を
追
い
な
が
ら
当
日

の
姿
を
想
像
す
る
と
、自
然
と
顔

が
ほ
こ
ろ
ん
で
き
ま
す
。（
Ｔ・Ｓ
）

▼
秋
本
番
に
な
り
、
八
女
は
祭

り
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
す
。今
年

は
ど
ん
な
皆
さ
ま
や
、お
い
し
い

食
べ
物
に
出
会
え
る
の
か
楽
し

み
で
す
。（
Ｋ
・
Ｓ
）




